
●比叡山中学校・高等学校入試説明会

平成28年度　入学試験に関する資料（詳細はホームページをご覧下さい）

普段の授業を大切にすることで基礎学力を確実に身につけ、
私立大学文系学部合格を目指します。また、課外活動にも
積極的に取り組み、豊かな人間性を育てます。

個人の適性に合わせて希望進路
を決定し、その実現を目指します。
ただの詰め込みの学習ではなく、

「知的関心・好奇心」 を育て、「考え
る力」 をつけます。

難関国公立大学理系学部への現役合格を目指します。
単なる理数のエリート育成ではなく、一隅を照らす
" 心 " を持つ将来の科学者・技術者の育成をはかります。

私立大学文系学部への合格を目指します
英語・国語・社会（地歴、公民）を中心とした基礎学力の
強化と課外活動への積極的な参加

Ⅱ類R 難関私立大学への進学を目指します
文系は英・国・社、理系は英・数・理の3教科に
重点をおいた学習　国公立大学受験にも対応

　Ⅱ類S　 国公立大学への進学を目指します
５教科 7 科目に重点を置いた学習
難関国公立も視野に入れた学習の強化

難関国公立大学理系学部への現役合格
を目指します
京都大学・大阪大学・神戸大学や国公立大学の医・歯・薬学部など

※１年次「Ｓコース」は入試成績上位クラス
※2年進級前に「Ｓコース」選抜テストを実施（希望者）2 年から「Ｓコース」は別カリキュラム

●中学校
A日　　程：　平成２9年１月１4日（土）
　募集人員：　自己推薦入試10名、専願入試６0名
　出願期間：　平成２9年１月5日（木）〜１月7日（土）
　選考方法：　自己推薦入試「一隅入試」　

　専願入試
　「国語」・「算数」（各１００点／各４０分）
　 グループ面接（５０点／本人のみ）

　合格発表：　平成２9年１月18日（水）
　入学手続：　平成２9年１月18日（水）〜20日（金）

Ｂ日　　程：　平成２9年１月15日（日）

　募集人員：　併願入試　1０名
　出願期間：　平成２9年１月5日（水）〜7日（土）
　選考方法：　「国語」「算数」「社会・理科」

　（各１００点／各４０分）
　グループ面接（５０点／本人のみ）

　合格発表：　平成29年１月18日（水）
　入学手続：　平成29年１月18日（水）〜20日（金）

Ｃ日　　程：　平成２9年1月28日（土）
　募集人員：　専願入試　若干名
　出願期間：　平成２9年1月２6日（木）
　選考方法：　「国語」「算数」

　（各１００点／各４０分）
　グループ面接（５０点／本人のみ）

　合格発表：　平成２9年2月1日（水）
　入学手続：　平成２9年2月1日（水）〜3日（金）

3.費用について
受験料   ２０，０００円

　　入学金 １５０，０００円
授業料　    ３1０，０００円

　　学費等　　維持費　　 10６，０００円
教育充実費　  75，０００円
諸経費　     17，4００円

　初年度納入金 ６58，4００円

編集・発行 

比叡山高等学校同窓会事務局
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TEL 077-578-0091（代）　FAX 077-579-3413
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（理数コース）
理系

　リオ オリンピック バドミントン出場の早
川・数野 両氏におかれましては、大変お
疲れさまでした。感動をありがとうございまし
た。また、パラリンピックにマラソンの伴走
者で「川嶋久一」氏が出場されました。
　さて、四年に一度行う総会に是非参加く
ださい。
　皆様の各学年の同窓会又クラブのOB
会を同時開催するなど、総会を盛り上げて
下されば、幸いです。また、校舎二期 建設
工事が始まりますが、まだまだ皆様の心温
まるご寄付のお願いを引き続きお願いいた
します。
　本年度、同窓会の事業として、第一弾 
ウォーキングを企画しました。たくさんのご出
席ありがとうございました。第二弾、第三弾
と考えて皆様に発信してゆきます。
　この「道心」をみなさま卒業生の伝言
板のように活用してください。
　いろいろな投稿をお待ちしております。

事務局長　三上金司

平成 29 年度の中学・高校の入試説明会の日程が決定いたしました。同窓会員の皆様のご協力およびＰＲをお願いいたします。

文系・理系

文系・理系

高校の特色あるコース

会長のご挨拶
懐かしの恩師を訪ねて

新校舎建設第二期工事着工！
卒業生からのメッセージ

シリーズ比叡山の行　第3回　止観業の修行　～四種三昧行～

懐かしの三塔巡拝実施
同窓会総会のご案内

はばたけ比叡山高校卒業生
比叡山中・高等学校　入試説明会のご案内

編集後記

●高等学校
1.募集人員
　　全日制課程普通科（共学）　        ４００名

 （内部進学含む）
　　Ⅰ類〔文系〕  １６０名
　　Ⅱ類（R･Ｓコース）〔文・理系〕　  　２１０名
　　Ⅲ類（理数コース）〔理系〕　　 　   ３０名

2.入学試験の日程
　一般入学試験
　　出願期間　平成２9年１月13日（金）〜１月20日（金）
　　学科試験　平成２9年２月6日（月）
　　面接試験　平成２9年２月6日（月）・２月7日（火）
　　合格発表　平成２9年２月10日（金）
　　手続締切　平成２9年２月12日（日）
　優先入学制度〔Ⅰ類専願〕
　　応募期間　平成２8年１２月1日（木）〜１２月9日（金）
　部活動予備選考制度〔Ⅰ･Ⅱ類専願〕
　　応募期間　平成２8年１２月1日（木）〜１２月9日（金）

3.費用について
　　入学検定料 ２０，０００円

　　　入学金 １５０，０００円
授業料　      ３4０，０００円

      　学費等　　維持費　 　10６，０００円
教育充実費　  75，0００円  
その他諸費　  19，8００円

　　初年度納入金 　　　　　計 ６9０，8００円
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比叡山高等学校同窓会誌

2016 
SEP.

10月16日（日） 10月16日（日）

10月29日（土） 10月22日（土）

11月26日（土） 11月5日（土）

12月4日（日） 11月26日（土）

日時 会場・内容

中学校 高校

日時 会場・内容

中学校にて入試個別相談会　一隅入試書類提出日

中学校にて入試個別相談会　一隅入試書類提出日

中学校にてチャレンジテスト、その他個別相談

ホテルブライトンシティ山科にて中高合同入試説明会 ホテルブライトンシティ山科にて中高合同入試説明会

ウエストレイクホテル可以登楼にて入試説明会

高校にてオープンスクール（要予約）

高校にて入試説明会

10：00〜

10：00〜

10：00〜

9：00〜

10：00〜

9：00〜

9：00〜

9：00〜



ごあいさつ

　

同
窓
生
の
皆
様
、
お
元
気
で
す
か
？　

同
窓

会
報
に
「
何
か
寄
稿
を
」
と
い
う
依
頼
を
頂
き
、

何
を
書
こ
う
か
と
思
い
悩
ん
だ
末
、
近
況
を
書

い
て
元
気
に
し
て
い
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　

小
生
は
、
昭
和
45
年
４
月
に
国
語
科
の
常
勤

講
師
と
し
て
採
用
さ
れ
、
次
の
年
に
教
諭
と
し

て
初
め
て
ク
ラ
ス
担
任
を
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
３
年
毎
の
サ
イ
ク
ル
で
繰
り
返
し
担
任

を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
退
職
す
る
ま
で
の
間
、

生
徒
指
導
係
、
特
進
係
、
庶
務
係
の
分
掌
で
65

才
の
定
年
ま
で
43
年
間
教
員
生
活
を
続
け
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

　

早
い
も
の
で
退
職
し
て
４
年
目
に
な
り
ま
す
。

そ
の
年
の
９
月
に
13
段
あ
る
玄
関
前
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
階
段
の
最
上
段
か
ら
落
ち
頭
蓋
骨
骨

折
脳
挫
傷
で
救
急
搬
送
の
入
院
、
後
遺
症
の
心

配
（
言
語
障
碍
、
右
手
の
機
能
障
碍
）
を
し
た

り
、
次
の
年
に
は
肝
臓
癌
の
手
術
で
入
院
し
た

り
と
大
変
な
経
験
を
し
ま
し
た
。
今
は
恢
復
し

て
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
ま
す
。

　

在
職
中
は
生
徒
の
皆
さ
ん
や
、
同
僚
の
先
生

方
々
の
協
力
や
助
力
で
解
決
に
導
い
て
く
だ
さ

り
大
過
な
く
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
今
で
は
楽
し
い
思
い
出
ば
か
り
で
す
。

　

そ
れ
が
退
職
し
た
と
た
ん
、
こ
の
体
た
ら
く
で

す
。
気
が
弛
む
と
こ
う
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
す

ね
‼

　

人
間
は
適
度
に
緊
張
し
、
何
か
打
ち
込
む
も

の
が
な
い
と
ダ
メ
な
の
で
す
ね
。
小
生
に
は
大
好

き
な
「
大
津
祭
」
に
幼
稚
園
児
か
ら
関
わ
り
、

今
年
の
４
月
に
国
の「
重
要
無
形
民
族
文
化
財
」

に
指
定
さ
れ
後
世
に
引
き
継
い
で
い
く
責
任
が

あ
る
と
自
覚
す
る
こ
と
が
生
き
甲
斐
み
た
い
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
書
道
教
員
を
長
く
し
て
い
た
御
縁
で

幕
末
禁
門
の
変
（
俗
に
は
ま
ぐ
り
御
門
の
変
）

で
焼
失
し
た
大
船
鉾
の
１
５
０
年
ぶ
り

の
復
興
に
際
し
て
、
鉾
の
部
材
や
、
曳

き
手
の
衣
装
、
授
与
品
等
に
揮
毫
を

依
頼
さ
れ
ま
し
た
。
あ
の
天
下
の
祇
園

祭
に
関
わ
れ
、
こ
れ
か
ら
先
、
１
０
０

年
以
上
後
の
世
に
残
る
物
に
小
生
の
文

字
が
残
る
と
い
う
栄
誉
を
頂
い
た
こ
と

が
生
き
甲
斐
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

元
気
の
源
は
、
好
き
な
こ
と
を
一
生
懸
命
に
す

る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
き
ょ
う
こ
の
頃
で
す
。

　

ち
な
み
に
今
年
の
「
大
津
祭
」
は
、
10
月
８

日
（
土
）
宵
山
、９
日
（
日
）
本
祭
曳
山
巡
行
、

来
年
の
祇
園
祭
は
、
先
祭
、
７
月
14
日
（
金
）、

15
日
（
土
）、
16
日
（
日
）
宵
山
、
17
日
（
月
）

山
鉾
巡
行
、
後
祭
は
、
７
月
21
日
（
金
）、
22
日

（
土
）、
23
日
（
日
）
宵
山
、
24
日
（
月
）
山

鉾
巡
行
で
す
。
小
生
が
お
手
伝
い
さ
せ
て
頂
い
て

い
る
大
船
鉾
（
四
条
新
町
下
ル
四
条
町
）
は
後

祭
で
す
。
御
朱
印
を
書
か
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

比
叡
山
高
等
学
校
同
窓
会
会
員
の
皆
さ
ん
に

一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
方
に
は

お
元
気
で
お
健
や
か
に
お
過
ご
し
の
ご
様
子
、
先

ず
何
よ
り
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
校
卒
業
生
の
数
野
健
太
、
早
川
賢
一

両
選
手
が
リ
オ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
日

本
代
表
と
し
て
出
場
さ
れ
ま
し
た
。
両
選
手
の

健
闘
を
た
た
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
感
動
を
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

他
聞
い
た
し
ま
す
に
、
同
窓
会
員
の
皆
様
方

に
は
社
会
の
中
に
在
っ
て
「
一
隅
を
照
ら
す
」、「
己

を
忘
れ
て
他
を
利
す
る
」
の
校
訓
を
護
り
お
励

み
の
こ
と
、
同
窓
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
胸
を

張
っ
て
嬉
し
い
事
と
喜
び
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
私
が
会
長
職
を
お
引
き
受
け
い
た
し

ま
し
た
折
り
、
ご
挨
拶
に
中
で
「
親
友
」
と
云

う
詩
を
ご
紹
介
い
た
し
、
私
は
卒
業
生
の
皆
さ

ん
は
お
互
い
何
時
迄
も
親
友
で
あ
っ
て
、
何
時
迄

も
お
互
い
を
尊
敬
し
て
あ
っ
て
行
き
た
い
旨
を
申

し
上
げ
ま
し
た
。
そ
れ
に
は
出
来
る
だ
け
お
逢
い

す
る
機
会
を
設
け
て
、
お
互
い
の
近
況
を
知
り

合
う
事
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

改
め
て
思
い
ま
す
に
、
総
会
か
ら
総
会
と
な

り
ま
す
と
丸
四
年
間
、
逢
う
こ
と
も
あ
り
ま
せ

ん
。
私
は
役
員
と
相
談
し
、
中
間
二
年
を
過
ぎ

た
頃
、
何
等
か
の
形
で
集
ま
っ
て
頂
く
よ
う
に
す

る
に
は
と
問
い
か
け
ま
し
た
。ご
承
知
の
通
り「
道

心
」
の
中
で
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
ま

し
た
と
こ
ろ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
す
な
わ
ち
在
学

中
の
三
塔
巡
拝
の
よ
う
に
今
一
度
歩
き
た
い
と
の

ご
希
望
が
多
く
あ
り
、
今
春
の
四
月
九
日
に
実

施
い
た
し
ま
し
た
。
六
十
有
余
名
の
ご
参
加
を

頂
き
ま
し
た
。
次
い
で
の
ご
希
望
は
ゴ
ル
フ
。
ボ
ー

リ
ン
グ
と
あ
り
ま
し
た
の
で
機
会
を
見
つ
け
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
皆
さ
ん
に
ご
無
理
を
申
し
上
げ
ご
協

力
頂
い
て
お
り
ま
す
、
母
校
の
校
舎
の
建
て
替

え
も
、
第
一
期
工
事
が
終
わ
り
、
第
二
期
工
事

に
入
っ
て
お
り
ま
す
。
旧
本
館
を
解
体
し
て
新

し
く
体
育
館
を
建
築
し
ま
す
。
順
調
よ
く
運
べ

ば
平
成
三
十
年
二
月
の
完
成
予
定
と
承
っ
て
い

ま
す
。

　

次
い
で
、
第
三
期
は
中
学
校
を
高
等
学
校
の

地
に
上
げ
る
よ
う
で
す
。
こ
の
機
に
学
校
関
係

者
の
皆
さ
ん
は
後
輩
の
為
に
、
勉
学
に
運
動
に

充
分
な
環
境
を
整
え
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

私
事
に
な
り
ま
す
が
、
私
は
今
年
満
八
十
歳

に
な
り
ま
し
た
。
日
々
反
省
の
毎
日
で
す
。
自

分
の
心
の
中
に
生
ま
れ
る
怒
り
、
貪
り
、
痴
呆

の
多
き
こ
と
「
今
日
も
ま
た
鬼
と
佛
の
二
人
連

れ
」
自
分
で
自
分
の
心
の
中
に
自
分
で
鬼
に
な
っ

た
り
、佛
に
な
っ
た
り
し
て
い
る
の
で
す
。
ま
た「
人

間
萬
事
寒
翁
が
馬
」
人
の一
生
の
吉
凶
を
表
し
て

い
ま
す
。
私
は
こ
れ
に
習
い
、
後
は
回
り
の
方
々

の
邪
魔
に
な
ら
ん
こ
と
と
承
知
い
た
し
ま
し
た
。

「
楽
多
賢
友
」
比
叡
山
高
等
学
校
同
窓
会
の

皆
さ
ん
、
皆
さ
ん
は
賢
い
親
友
を
持
っ
て
い
る
こ

と
を
喜
ん
で
下
さ
い
。
心
友
、
辛
友
で
あ
り
ま

す
よ
う
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
30
年
卒
業
）

比
叡
山
高
等
学
校
同
窓
会

　

会
長　

中
山
玄
晋

会
長
の
ご
挨
拶

本校卒業生の数野健太・早川賢一両選手が、男子バドミントンの日本代表として、
リオデジャネイロのオリンピックに出場する。この本校初の快挙を祝って、両選手の壮行会が盛大に行われた。

～数野健太・早川賢一選手オリンピック出場～
（比叡山高校新聞部発行　叡光新聞より）

リオ オリンピック壮行会

特集
なつかしの恩師を訪ねて

　

七
月
五
日
朝
、
玄
関
に
到
着
し
た
数
野

健
太
・
早
川
賢
一
両
選
手
は
、
一
年
生
の

作
る
花
道
を
通
り
体
育
館
に
入
場
、
二
・

三
年
生
の
大
き
な
拍
手
に
迎
え
ら
れ
た
。

　

松
村
校
長
が
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場

は
本
校
初
め
て
の
こ
と
で
喜
ん
で
い
る
。

二
人
と
も
本
校
Ⅰ
類
の
卒
業
生
で
、
卒
業

し
て
か
ら
何
年
も
経
っ
て
か
ら
こ
う
い

う
結
果
が
訪
れ
た
。
艱
難
辛
苦
を
乗
り
越

え
て
今
が
あ
る
。
学
校
は
も
ち
ろ
ん
日

本
中
が
応
援
し
て
い
る
」
と
挨
拶
を
行
っ

た
。
続
い
て
、
生
徒
会
長
養
覚
君
が
「
テ

レ
ビ
の
前
で
す
が
、
全
校
を
あ
げ
て
応

援
し
て
い
ま
す
」
と
激
励
し
た
。

近
況
御
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

元
高
等
学
校
教
員　

橋
本 

明



ごあいさつ

　

同
窓
生
の
皆
様
、
お
元
気
で
す
か
？　

同
窓

会
報
に
「
何
か
寄
稿
を
」
と
い
う
依
頼
を
頂
き
、

何
を
書
こ
う
か
と
思
い
悩
ん
だ
末
、
近
況
を
書

い
て
元
気
に
し
て
い
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　

小
生
は
、
昭
和
45
年
４
月
に
国
語
科
の
常
勤

講
師
と
し
て
採
用
さ
れ
、
次
の
年
に
教
諭
と
し

て
初
め
て
ク
ラ
ス
担
任
を
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
３
年
毎
の
サ
イ
ク
ル
で
繰
り
返
し
担
任

を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
退
職
す
る
ま
で
の
間
、

生
徒
指
導
係
、
特
進
係
、
庶
務
係
の
分
掌
で
65

才
の
定
年
ま
で
43
年
間
教
員
生
活
を
続
け
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

　

早
い
も
の
で
退
職
し
て
４
年
目
に
な
り
ま
す
。

そ
の
年
の
９
月
に
13
段
あ
る
玄
関
前
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
階
段
の
最
上
段
か
ら
落
ち
頭
蓋
骨
骨

折
脳
挫
傷
で
救
急
搬
送
の
入
院
、
後
遺
症
の
心

配
（
言
語
障
碍
、
右
手
の
機
能
障
碍
）
を
し
た

り
、
次
の
年
に
は
肝
臓
癌
の
手
術
で
入
院
し
た

り
と
大
変
な
経
験
を
し
ま
し
た
。
今
は
恢
復
し

て
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
ま
す
。

　

在
職
中
は
生
徒
の
皆
さ
ん
や
、
同
僚
の
先
生

方
々
の
協
力
や
助
力
で
解
決
に
導
い
て
く
だ
さ

り
大
過
な
く
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
今
で
は
楽
し
い
思
い
出
ば
か
り
で
す
。

　

そ
れ
が
退
職
し
た
と
た
ん
、
こ
の
体
た
ら
く
で

す
。
気
が
弛
む
と
こ
う
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
す

ね
‼

　

人
間
は
適
度
に
緊
張
し
、
何
か
打
ち
込
む
も

の
が
な
い
と
ダ
メ
な
の
で
す
ね
。
小
生
に
は
大
好

き
な
「
大
津
祭
」
に
幼
稚
園
児
か
ら
関
わ
り
、

今
年
の
４
月
に
国
の「
重
要
無
形
民
族
文
化
財
」

に
指
定
さ
れ
後
世
に
引
き
継
い
で
い
く
責
任
が

あ
る
と
自
覚
す
る
こ
と
が
生
き
甲
斐
み
た
い
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
書
道
教
員
を
長
く
し
て
い
た
御
縁
で

幕
末
禁
門
の
変
（
俗
に
は
ま
ぐ
り
御
門
の
変
）

で
焼
失
し
た
大
船
鉾
の
１
５
０
年
ぶ
り

の
復
興
に
際
し
て
、
鉾
の
部
材
や
、
曳

き
手
の
衣
装
、
授
与
品
等
に
揮
毫
を

依
頼
さ
れ
ま
し
た
。
あ
の
天
下
の
祇
園

祭
に
関
わ
れ
、
こ
れ
か
ら
先
、
１
０
０

年
以
上
後
の
世
に
残
る
物
に
小
生
の
文

字
が
残
る
と
い
う
栄
誉
を
頂
い
た
こ
と

が
生
き
甲
斐
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

元
気
の
源
は
、
好
き
な
こ
と
を
一
生
懸
命
に
す

る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
き
ょ
う
こ
の
頃
で
す
。

　

ち
な
み
に
今
年
の
「
大
津
祭
」
は
、
10
月
８

日
（
土
）
宵
山
、９
日
（
日
）
本
祭
曳
山
巡
行
、

来
年
の
祇
園
祭
は
、
先
祭
、
７
月
14
日
（
金
）、

15
日
（
土
）、
16
日
（
日
）
宵
山
、
17
日
（
月
）

山
鉾
巡
行
、
後
祭
は
、
７
月
21
日
（
金
）、
22
日

（
土
）、
23
日
（
日
）
宵
山
、
24
日
（
月
）
山

鉾
巡
行
で
す
。
小
生
が
お
手
伝
い
さ
せ
て
頂
い
て

い
る
大
船
鉾
（
四
条
新
町
下
ル
四
条
町
）
は
後

祭
で
す
。
御
朱
印
を
書
か
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

比
叡
山
高
等
学
校
同
窓
会
会
員
の
皆
さ
ん
に

一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
方
に
は

お
元
気
で
お
健
や
か
に
お
過
ご
し
の
ご
様
子
、
先

ず
何
よ
り
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
校
卒
業
生
の
数
野
健
太
、
早
川
賢
一

両
選
手
が
リ
オ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
日

本
代
表
と
し
て
出
場
さ
れ
ま
し
た
。
両
選
手
の

健
闘
を
た
た
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
感
動
を
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

他
聞
い
た
し
ま
す
に
、
同
窓
会
員
の
皆
様
方

に
は
社
会
の
中
に
在
っ
て
「
一
隅
を
照
ら
す
」、「
己

を
忘
れ
て
他
を
利
す
る
」
の
校
訓
を
護
り
お
励

み
の
こ
と
、
同
窓
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
胸
を

張
っ
て
嬉
し
い
事
と
喜
び
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
私
が
会
長
職
を
お
引
き
受
け
い
た
し

ま
し
た
折
り
、
ご
挨
拶
に
中
で
「
親
友
」
と
云

う
詩
を
ご
紹
介
い
た
し
、
私
は
卒
業
生
の
皆
さ

ん
は
お
互
い
何
時
迄
も
親
友
で
あ
っ
て
、
何
時
迄

も
お
互
い
を
尊
敬
し
て
あ
っ
て
行
き
た
い
旨
を
申

し
上
げ
ま
し
た
。
そ
れ
に
は
出
来
る
だ
け
お
逢
い

す
る
機
会
を
設
け
て
、
お
互
い
の
近
況
を
知
り

合
う
事
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

改
め
て
思
い
ま
す
に
、
総
会
か
ら
総
会
と
な

り
ま
す
と
丸
四
年
間
、
逢
う
こ
と
も
あ
り
ま
せ

ん
。
私
は
役
員
と
相
談
し
、
中
間
二
年
を
過
ぎ

た
頃
、
何
等
か
の
形
で
集
ま
っ
て
頂
く
よ
う
に
す

る
に
は
と
問
い
か
け
ま
し
た
。ご
承
知
の
通
り「
道

心
」
の
中
で
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
ま

し
た
と
こ
ろ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
す
な
わ
ち
在
学

中
の
三
塔
巡
拝
の
よ
う
に
今
一
度
歩
き
た
い
と
の

ご
希
望
が
多
く
あ
り
、
今
春
の
四
月
九
日
に
実

施
い
た
し
ま
し
た
。
六
十
有
余
名
の
ご
参
加
を

頂
き
ま
し
た
。
次
い
で
の
ご
希
望
は
ゴ
ル
フ
。
ボ
ー

リ
ン
グ
と
あ
り
ま
し
た
の
で
機
会
を
見
つ
け
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
皆
さ
ん
に
ご
無
理
を
申
し
上
げ
ご
協

力
頂
い
て
お
り
ま
す
、
母
校
の
校
舎
の
建
て
替

え
も
、
第
一
期
工
事
が
終
わ
り
、
第
二
期
工
事

に
入
っ
て
お
り
ま
す
。
旧
本
館
を
解
体
し
て
新

し
く
体
育
館
を
建
築
し
ま
す
。
順
調
よ
く
運
べ

ば
平
成
三
十
年
二
月
の
完
成
予
定
と
承
っ
て
い

ま
す
。

　

次
い
で
、
第
三
期
は
中
学
校
を
高
等
学
校
の

地
に
上
げ
る
よ
う
で
す
。
こ
の
機
に
学
校
関
係

者
の
皆
さ
ん
は
後
輩
の
為
に
、
勉
学
に
運
動
に

充
分
な
環
境
を
整
え
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

私
事
に
な
り
ま
す
が
、
私
は
今
年
満
八
十
歳

に
な
り
ま
し
た
。
日
々
反
省
の
毎
日
で
す
。
自

分
の
心
の
中
に
生
ま
れ
る
怒
り
、
貪
り
、
痴
呆

の
多
き
こ
と
「
今
日
も
ま
た
鬼
と
佛
の
二
人
連

れ
」
自
分
で
自
分
の
心
の
中
に
自
分
で
鬼
に
な
っ

た
り
、佛
に
な
っ
た
り
し
て
い
る
の
で
す
。
ま
た「
人

間
萬
事
寒
翁
が
馬
」
人
の一
生
の
吉
凶
を
表
し
て

い
ま
す
。
私
は
こ
れ
に
習
い
、
後
は
回
り
の
方
々

の
邪
魔
に
な
ら
ん
こ
と
と
承
知
い
た
し
ま
し
た
。

「
楽
多
賢
友
」
比
叡
山
高
等
学
校
同
窓
会
の

皆
さ
ん
、
皆
さ
ん
は
賢
い
親
友
を
持
っ
て
い
る
こ

と
を
喜
ん
で
下
さ
い
。
心
友
、
辛
友
で
あ
り
ま

す
よ
う
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
30
年
卒
業
）

比
叡
山
高
等
学
校
同
窓
会

　

会
長　

中
山
玄
晋

会
長
の
ご
挨
拶

本校卒業生の数野健太・早川賢一両選手が、男子バドミントンの日本代表として、
リオデジャネイロのオリンピックに出場する。この本校初の快挙を祝って、両選手の壮行会が盛大に行われた。

～数野健太・早川賢一選手オリンピック出場～
（比叡山高校新聞部発行　叡光新聞より）

リオ オリンピック壮行会

特集
なつかしの恩師を訪ねて

　

七
月
五
日
朝
、
玄
関
に
到
着
し
た
数
野

健
太
・
早
川
賢
一
両
選
手
は
、
一
年
生
の

作
る
花
道
を
通
り
体
育
館
に
入
場
、
二
・

三
年
生
の
大
き
な
拍
手
に
迎
え
ら
れ
た
。

　

松
村
校
長
が
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場

は
本
校
初
め
て
の
こ
と
で
喜
ん
で
い
る
。

二
人
と
も
本
校
Ⅰ
類
の
卒
業
生
で
、
卒
業

し
て
か
ら
何
年
も
経
っ
て
か
ら
こ
う
い

う
結
果
が
訪
れ
た
。
艱
難
辛
苦
を
乗
り
越

え
て
今
が
あ
る
。
学
校
は
も
ち
ろ
ん
日

本
中
が
応
援
し
て
い
る
」
と
挨
拶
を
行
っ

た
。
続
い
て
、
生
徒
会
長
養
覚
君
が
「
テ

レ
ビ
の
前
で
す
が
、
全
校
を
あ
げ
て
応

援
し
て
い
ま
す
」
と
激
励
し
た
。

近
況
御
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

元
高
等
学
校
教
員　
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本 

明



新校舎建設
第二期工事

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

謹
啓　

残
暑
厳
し
い
中
に
も
微
か
に
秋
の
訪
れ
を
感

じ
る
候
と
な
り
ま
し
た
が
、
比
叡
山
高
等
学
校
同
窓
生

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
愈
々
ご
健
勝
に
て
、
各
方

面
に
お
い
て
ご
活
躍
な
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
こ
と
何
よ

り
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
新
校
舎
の
建
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
第

一
期
工
事
の
普
通
教
室
棟
の
竣
工
後
、
第
二
期
工
事
に

つ
い
て
、
建
設
委
員
会
等
で
慎
重
に
協
議
を
重
ね
て
参

り
ま
し
た
が
、
五
月
の
理
事
会
で
そ
の
工
事
内
容
と
施

工
業
者
を
決
定
致
し
ま
し
た
。

　

施
工
は
、
滋
賀
県
蒲
生
郡
日
野
町
に
本
社
を
置
く
株

式
会
社
奥
田
工
務
店
様
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
、

工
事
内
容
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

一
．
旧
本
館
の
解
体

一
．
旧
本
館
の
跡
地
に
新
体
育
館
（
千
五
百
名
収
容
）　

　
　

を
建
設（
新
体
育
館
の
一
階
部
分
に
ラ
ン
チ
ル
ー
ム

　
　

と
保
健
室
）

一
．
新
体
育
館
の
南
隣
に
新
管
理
棟
を
建
設（
普
通
教
室
、

　
　

情
報
教
室
、
特
別
教
室
、
職
員
室
、
入
試
広
報
室
、

　
　

進
路
指
導
室
、
生
徒
指
導
室
、
事
務
所
等
）

以
上
で
あ
り
ま
す
が
、平
成
三
十
年
二
月
の
竣
工
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
平
成
二
十
九
年
度
の
卒
業
式
及
び
平
成

三
十
年
度
の
入
学
式
は
新
し
い
広
々
と
し
た
新
体
育
館

で
執
行
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

更
に
、
第
三
期
工
事
と
し
て
、
現
在
の
東
館
、
南
館

を
耐
震
改
修
し
、
中
学
棟
に
し
、
平
成
三
一
年
度
に
は

中
学
校
・
高
校
が
同
敷
地
内
に
な
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
本
建
設
事
業
に
対
し
ま
し
て
、
平

成
二
十
五
年
度
よ
り
同
窓
生
の
皆
様
は
じ
め
有
縁
の

方
々
に
淨
財
の
寄
付
勧
募
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ま
だ
目
標
額
に
達
し
て
お
り
ま

せ
ん
。
引
き
続
き
本
年

も
お
願
い
致
し
た
く

勧
募
趣
意
書
を
同
封

致
し
ま
す
の
で
、
ご

協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
な
お
、
す
で

に
ご
寄
付
下
さ
っ
た

方
は
ど
う
ぞ
ご
放
念

下
さ
い
ま
せ
。

　

残
暑
厳
し
さ
が
続

く
と
思
い
ま
す
が
、

皆
様
方
の
益
々
の
ご

清
栄
を
祈
念
申
し
上

げ
、
校
舎
建
設
の
ご

報
告
と
寄
付
金
勧
募

の
お
願
い
と
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

謹
白

平
成
二
十
八
年　

初
秋

　
　
　
　

学
校
法
人
延
暦
寺
学
園
常
任
理
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木 

光
澄

着工!
　　　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
わ
。

　

今
年
四
月
九
日　

延
暦
寺
学
園
比
叡
山
高

等
学
校
同
窓
会
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
「
懐
か
し
の

三
塔
巡
拝
」
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
本
当
に
懐
か
し
く
、
昭
和
三
十
三
年

卒
業
生
で
あ
る
事
、
卒
業
後
半
世
紀
以
上
、

五
十
八
年
も
の
年
月
が
経
過
し
て
い
る
事
を

す
っ
か
り
忘
れ
て
若
い
皆
様
と
ご
一
緒
に
高

校
生
の
時
と
は
異
な
っ
た
感
覚
の
楽
し
い
三

塔
巡
拝
と
な
り
ま
し
た
。
感
動
と
感
謝
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

昭
和
三
十
年
四
月
、
比
叡
山
高
等
学
校
に

入
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
す
っ
き

り
し
な
い
高
校
生
活
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま

し
た
。
苦
し
ん
だ
り
、
悩
ん
だ
り
、
自
分
を

責
め
た
り
、
理
由
も
な
く
怒
り
を
覚
え
た
り
、

不
安
定
な
日
々
が
続
き
ま
し
た
。

　

一
学
期
、
二
学
期
と
時
間
の
経
過
と
共
に
、

美
し
い
坂
本
の
自
然
環
境
、
そ
し
て
延
暦
寺

学
園
の
精
神
性
を
学
び
、
触
れ
て
い
く
中
で
、

友
人
達
に
も
助
け
ら
れ
て
、
心
の
安
定
を
取

り
戻
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
楽
し
く

意
義
の
あ
る
高
校
生
活
を
取
り
戻
し
て
い
っ

た
日
の
こ
と
を
、
昨
日
の
よ
う
に
思
い
出
し

ま
し
た
。

　

今
年
十
月
に
は
、
不
思
議
な
夢
を
見
て
い

る
か
の
よ
う
な
七
十
七
歳
を
迎
え
ま
す
。
信

じ
が
た
い
気
持
で
ご
ざ
い
ま
す
。
お
か
げ
さ

ま
で
現
在
、
心
身
共
に
健
康
に
恵
ま
れ
て
お

り
ま
す
。
少
し
の
仕
事
、
コ
ー
ラ
ス
、
登
山
、

北
南
ア
ル
プ
ス
他
に
登
り
続
け
て
楽
し
ん
い

ま
す
。
そ
し
て
私
達
、
昭
和
三
十
三
年
卒
業

生
は
、
毎
年
同
窓
会
を
開
催
し
、
皆
さ
ま
と

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
、

　

一
隅
を
照
ら
す

　
　

能
く
行
い
能
く
い
言
う

　
　
　

己
を
忘
れ
て
他
を
利
す

の
精
神
を
実
践
す
べ
く
努
力
を
続
け
た
い
と

存
じ
ま
す
。
い
つ
か
き
っ
と
宇
宙
の
小
さ
な

星
に
な
る
日
が
や
っ
て
来
る
事
で
し
ょ
う
。

そ
の
日
ま
で
「
心
の
手
を
抜
く
」
事
な
く
、

そ
の
時
キ
ラ
キ
ラ
星
に
な
れ
る
よ
う
に
願
っ

て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
33
年
卒
業
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

こ
の
度
は
、
延
暦
寺
比
叡
山
高
等
学
校
同

窓
会
広
報
誌
で
あ
る
「
道
心
」
に
寄
稿
の
機

会
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
て
光
栄
に
存
じ

ま
す
と
と
も
に
、
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昭
和
50
年
卒
で
在
校
時
代
は
、
硬
式
野
球

部
に
籍
を
置
き
、
甲
子
園
の
出
場
を
夢
に
一

心
不
乱
に
白
球
を
追
い
か
け
て
い
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
甲
子
園
出
場
の
夢
は
叶
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
悔
い
の
な
い
大
変
有
意
義
な

高
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま

た
、
校
訓
で
あ
り
ま
し
た
「
一
隅
を
照
ら
す
」

「
能
く
行
い
能
く
言
う
」「
己
を
忘
れ
て
他
を

利
す
る
」
は
、
私
の
胸
に
深
く
刻
み
込
ま
れ

ま
し
た
。

　

私
は
、
昭
和
50
年
４
月
１
日
に
卒
業
と
同

時
に
、
大
津
市
消
防
士
（
当
時
大
津
市
消
防

本
部
）
を
拝
命
し
、
消
防
人
生
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
あ
ら
ゆ
る
災
害
か
ら
国
民
の
生

命
、
身
体
及
び
財
産
を
保
護
す
る
と
い
う
、

崇
高
な
消
防
任
務
を
果
た
す
べ
く
災
害
、
救

急
、
救
助
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
現
場

に
出
動
す
る
と
と
も
に
、
災
害
予
防
活
動
等

に
尽
瘁
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
勤
務
先
は
南

消
防
署
を
皮
切
り
に
、
南
消
防
予
防
係
、
消

防
本
部
総
務
課
、
消
防
本
部
予
防
課
、
日
本

消
防
協
会
出
向
（
東
京
虎
ノ
門
・
単
身
赴
任
）、

市
総
務
部
総
合
防
災
課
等
の
勤
務
を
経
ま
し

て
、
図
ら
ず
も
平
成
25
年
４
月
に
19
代
目
大

津
市
消
防
局
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

振
り
返
り
ま
す
と
、
就
任
当
時
は
そ
の
重

責
に
幾
度
と
な
く
押
し
潰
さ
れ
そ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ま
ず
自
分
の
考
え
を
浸

透
さ
せ
る
た
め
全
職
員
に
発
信
し
ま
し
た
ス

ロ
ー
ガ
ン
が
「
市
民
目
線
に
立
っ
た
消
防
行

政
の
推
進
」
加
え
て
、「
災
害
事
案
の
見
逃

し
は
組
織
を
潰
す
、
積
極
的
な
空
振
り
を
恐

れ
ず
に
」
を
掲
げ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、

永
年
消
防
で
培
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
消
防
経

験
と
比
叡
山
高
校
校
訓
の
教
え
に
よ
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、「
忘
己
利
他
」
即
ち
己
を
忘

れ
て
他
を
利
す
る
こ
と
は
、
消
防
精
神
そ
の

も
の
で
あ
り
ま
す
。
私
は
信
念
を
持
っ
て
こ

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
糧
と
し
ま
し
て
、
34
万
大

津
市
民
の
安
全
確
保
に
誠
心
誠
意
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
当
消
防
局
会
議
室
に
は
天
台
座
主

様
の
直
筆
に
よ
る
「
一
隅
を
照
ら
す
」
の
書

を
、
消
防
局
長
室
に
は
「
忘
己
利
他
」
の
書

を
掲
げ
て
、
常
に
校
訓
の
教
え
を
実
践
す
べ

く
心
を
新
た
に
決
意
し
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
延
暦
寺
比
叡
山
高
等
学
校
の
限

り
な
い
ご
発
展
と
学
校
関
係
者
並
び
に
同
窓

生
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
衷
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
50
年
卒
業
）

卒業生からの　メッセージ

卒
業
生
か
ら
の
　
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
大
津
市
消
防
局
消
防
局
長

丸
山
忠
司

　
中
村
正
子
（
理
子
）

「
忘
己
利
他
」
の

教
え
を
胸
に
刻
み

市
民
の
安
全
確
保

に
邁
進　

半
世
紀
以
上
の
時
間　
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新校舎建設
第二期工事

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

謹
啓　

残
暑
厳
し
い
中
に
も
微
か
に
秋
の
訪
れ
を
感

じ
る
候
と
な
り
ま
し
た
が
、
比
叡
山
高
等
学
校
同
窓
生

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
愈
々
ご
健
勝
に
て
、
各
方

面
に
お
い
て
ご
活
躍
な
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
こ
と
何
よ

り
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
新
校
舎
の
建
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
第

一
期
工
事
の
普
通
教
室
棟
の
竣
工
後
、
第
二
期
工
事
に

つ
い
て
、
建
設
委
員
会
等
で
慎
重
に
協
議
を
重
ね
て
参

り
ま
し
た
が
、
五
月
の
理
事
会
で
そ
の
工
事
内
容
と
施

工
業
者
を
決
定
致
し
ま
し
た
。

　

施
工
は
、
滋
賀
県
蒲
生
郡
日
野
町
に
本
社
を
置
く
株

式
会
社
奥
田
工
務
店
様
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
、

工
事
内
容
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

一
．
旧
本
館
の
解
体

一
．
旧
本
館
の
跡
地
に
新
体
育
館
（
千
五
百
名
収
容
）　

　
　

を
建
設（
新
体
育
館
の
一
階
部
分
に
ラ
ン
チ
ル
ー
ム

　
　

と
保
健
室
）

一
．
新
体
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館
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南
隣
に
新
管
理
棟
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建
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、

　
　

情
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教
室
、
特
別
教
室
、
職
員
室
、
入
試
広
報
室
、

　
　

進
路
指
導
室
、
生
徒
指
導
室
、
事
務
所
等
）

以
上
で
あ
り
ま
す
が
、平
成
三
十
年
二
月
の
竣
工
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
平
成
二
十
九
年
度
の
卒
業
式
及
び
平
成

三
十
年
度
の
入
学
式
は
新
し
い
広
々
と
し
た
新
体
育
館

で
執
行
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

更
に
、
第
三
期
工
事
と
し
て
、
現
在
の
東
館
、
南
館

を
耐
震
改
修
し
、
中
学
棟
に
し
、
平
成
三
一
年
度
に
は

中
学
校
・
高
校
が
同
敷
地
内
に
な
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

つ
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ま
し
て
は
、
本
建
設
事
業
に
対
し
ま
し
て
、
平
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二
十
五
年
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よ
り
同
窓
生
の
皆
様
は
じ
め
有
縁
の

方
々
に
淨
財
の
寄
付
勧
募
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ま
だ
目
標
額
に
達
し
て
お
り
ま

せ
ん
。
引
き
続
き
本
年

も
お
願
い
致
し
た
く

勧
募
趣
意
書
を
同
封

致
し
ま
す
の
で
、
ご

協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
な
お
、
す
で

に
ご
寄
付
下
さ
っ
た

方
は
ど
う
ぞ
ご
放
念

下
さ
い
ま
せ
。

　

残
暑
厳
し
さ
が
続

く
と
思
い
ま
す
が
、

皆
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の
益
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の
ご

清
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を
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し
上
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、
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舎
建
設
の
ご
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の
な
い
大
変
有
意
義
な

高
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま

た
、
校
訓
で
あ
り
ま
し
た
「
一
隅
を
照
ら
す
」

「
能
く
行
い
能
く
言
う
」「
己
を
忘
れ
て
他
を

利
す
る
」
は
、
私
の
胸
に
深
く
刻
み
込
ま
れ

ま
し
た
。

　

私
は
、
昭
和
50
年
４
月
１
日
に
卒
業
と
同

時
に
、
大
津
市
消
防
士
（
当
時
大
津
市
消
防

本
部
）
を
拝
命
し
、
消
防
人
生
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
あ
ら
ゆ
る
災
害
か
ら
国
民
の
生

命
、
身
体
及
び
財
産
を
保
護
す
る
と
い
う
、

崇
高
な
消
防
任
務
を
果
た
す
べ
く
災
害
、
救

急
、
救
助
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
現
場

に
出
動
す
る
と
と
も
に
、
災
害
予
防
活
動
等

に
尽
瘁
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
勤
務
先
は
南

消
防
署
を
皮
切
り
に
、
南
消
防
予
防
係
、
消

防
本
部
総
務
課
、
消
防
本
部
予
防
課
、
日
本

消
防
協
会
出
向
（
東
京
虎
ノ
門
・
単
身
赴
任
）、

市
総
務
部
総
合
防
災
課
等
の
勤
務
を
経
ま
し

て
、
図
ら
ず
も
平
成
25
年
４
月
に
19
代
目
大

津
市
消
防
局
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

振
り
返
り
ま
す
と
、
就
任
当
時
は
そ
の
重

責
に
幾
度
と
な
く
押
し
潰
さ
れ
そ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ま
ず
自
分
の
考
え
を
浸

透
さ
せ
る
た
め
全
職
員
に
発
信
し
ま
し
た
ス

ロ
ー
ガ
ン
が
「
市
民
目
線
に
立
っ
た
消
防
行

政
の
推
進
」
加
え
て
、「
災
害
事
案
の
見
逃

し
は
組
織
を
潰
す
、
積
極
的
な
空
振
り
を
恐

れ
ず
に
」
を
掲
げ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、

永
年
消
防
で
培
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
消
防
経

験
と
比
叡
山
高
校
校
訓
の
教
え
に
よ
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、「
忘
己
利
他
」
即
ち
己
を
忘

れ
て
他
を
利
す
る
こ
と
は
、
消
防
精
神
そ
の

も
の
で
あ
り
ま
す
。
私
は
信
念
を
持
っ
て
こ

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
糧
と
し
ま
し
て
、
34
万
大

津
市
民
の
安
全
確
保
に
誠
心
誠
意
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
当
消
防
局
会
議
室
に
は
天
台
座
主

様
の
直
筆
に
よ
る
「
一
隅
を
照
ら
す
」
の
書

を
、
消
防
局
長
室
に
は
「
忘
己
利
他
」
の
書

を
掲
げ
て
、
常
に
校
訓
の
教
え
を
実
践
す
べ

く
心
を
新
た
に
決
意
し
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
延
暦
寺
比
叡
山
高
等
学
校
の
限

り
な
い
ご
発
展
と
学
校
関
係
者
並
び
に
同
窓

生
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
衷
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
50
年
卒
業
）

卒業生からの　メッセージ

卒
業
生
か
ら
の
　
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
大
津
市
消
防
局
消
防
局
長

丸
山
忠
司

　
中
村
正
子
（
理
子
）

「
忘
己
利
他
」
の

教
え
を
胸
に
刻
み

市
民
の
安
全
確
保

に
邁
進　

半
世
紀
以
上
の
時
間　
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種
三
昧
は
名
の
通
り
四
つ
の
修
行
法

が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
内
訳
は

「
常
坐
」「
常
行
」「
半
行
半
坐
」「
非

行
非
坐
」
に
分
か
れ
る
。
坐
は
坐
禅
を
指
し
、
行

と
は
歩
行
の
意
味
を
な
し
て
い
る
。

　
● 

常
坐
＝
90
日
間
坐
る
。
食
事
と
便
利
（
ト
イ  

　
　

レ
）
以
外
は
坐
り
続
け
る

　
　

● 

常
行
＝
90
日
間
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
唱
え

　
　

な
が
ら
歩
き
続
け
る
（
行
道
）

　
　

● 

半
行
半
坐
（
以
下
法
華
三
昧
）
＝
三
七
日

　
　
（
21
日
）
を
一
区
切
り
に
五
体
投
地
に
よ
る

　
　

礼
拝
と
懺
悔
、
法
華
経
を
読
誦
し
な
が
ら
の

　
　

行
道
を
六
座
、
坐
禅
修
す

　
　

● 

非
行
非
坐
＝
限
定
さ
れ
た
行
を
指
さ
ず
、
日

　
　

常
の
起
居
に
伴
う
あ
ら
ゆ
る
面
で
の
実
践
法

　
　

門
指
す

現
在
比
叡
山
で
「
三
年
籠
山
行
」
を
修
行
す
る

僧
侶
は
籠
山
中
の
90
日
間
に
わ
た
り
決
め
ら
れ
た

堂
に
籠
も
り
常
坐
及
び
常
行
、
半
行
半
坐
を
選
択

し
四
種
三
昧
行
を
実
践
し
て
い
る
。

修
行
の
道
場
は
比
叡
山
の
中
で
も
静
寂
さ
に
包
ま

れ
た
西
塔
に
あ
る
通
称
に
な
い
堂
と
呼
ば
れ
る
常

行
堂
（
常
行
三
昧
）、
法
華
堂
（
法
華
三
昧
）、

他
に
恵
亮
堂
、
椿
堂
が
充
て
ら
れ
る
。

堂
内
は
昼
夜
問
わ
ず
扉
は
閉
ざ
さ
れ
蝋
燭
の
明
か

り
の
み
、
行
者
は
便
所
と
沐
浴
以
外
堂
か
ら
は
出

ず
、
三
度
の
食
事
も
世
話
を
受
け
て
堂
内
で
と
っ

て
い
る
。

行
道
と
坐
禅
を
組
み
合
わ
せ
た
法
華
三
昧
は
天

台
大
師
が
師
の
慧
思
禅
師
よ
り
受
法
し
た
も
の

で
、
こ
の
行
に
よ
り
白
象
に
乗
っ
た
普
賢
菩
薩
が

行
者
の
目
前
に
現
れ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
天
台

大
師
は
こ
の
行
に
よ
り
悟
り
を
得
た
と
い
わ
れ
て

お
り
、
そ
の
行
法
は
伝
教
大
師
に
受
け
継
が
れ
た

後
、
同
様
に
唐
で
修
学
に
励
ん
だ
慈
覚
大
師
円
仁

に
よ
り
現
在
の
か
た
ち
へ
と
定
ま
っ
て
い
っ
た
。

ま
た
、
円
仁
は
「
法
華
三
昧
」
を
「
法
華
懺せ
ん

法ぼ
う

」

の
名
で
新
た
に
伝
え
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
朝
に

法
華
懺
法
の
勤
行
を
行
い
、
夕
刻
に
は
念
仏
を

唱
え
る
例
時
作
法
を
勤
め
る
「
朝
題
目
夕
念
仏
」

と
い
う
天
台
宗
特
有
の
日
課
勤
行
を
確
立
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

第
３
回　

止
観
業
の
修
行
　〜
四
種
三
昧
行
〜
　

伝
教
大
師
が
定
め
ら
れ
た
止
観
業
の
修
行
法
に「
四
種
三
昧
行
」
が
あ
る
。

『
山
家
学
生
式
』
の
文
中「
八
条
式
」
に
は「
止
観
業
に
は
具と

も

に
四
種
三
昧
を
修
習
せ
し
め
、
遮
那
業
に
は
具
に
三
部
の
念
誦
を
修
習
せ
し
め
ん
」
と
明
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
、「
念
誦
」
を
実
修
す
る
遮
那
業
に
対
し
、「
止
観
」
を
用
い
る
行
で
あ
る
。

◎シリーズ比叡山の行

◎
シ
リ
ー
ズ

比
叡
山
の
行

◎居士林研修道場
「止観」といえば宗教の授業内で我々が
行っていた「坐禅止観」を思い浮かべる。
日常生活からかけ離れた僧侶の「行」と
は大きく差があるが、我々でも行うことができ
る「行」とは。
居士林は比叡山西塔にある一般向けの研
修道場。
坐禅、写経、作務…叡高の卒業生の多くは、
その厳しかった修行体験のひとつ一つが記
憶の中に残っているのではないでしょうか。
社会に入り、あふれるモノや情報のなかで
つねに忙しく、不安を抱きながら暮らしている
私たち。時にはそんな日常を離れ、自分自
身に向き合うことも必要ではないでしょうか。
なにげない普段の生活の中で見失われたも
のに気づき、さわやかな心で山を下りられ
ることでしょう。そしてそれをまず自分に生か
し、他人や社会に恩返しすることにつとめ
ねばなりません。研修には企業や学生での
団体、または個人で参加が可能。宿泊（１
泊、２泊）または日帰り研修の他、坐禅、
写経体験も実施しています。
現代を生きる皆さまに是非居士林研修をお
勧めいたします。
詳しくは延暦寺ホームページまたは電話 077

‐578‐0314までお問い合わせ下さい。

堂内を行道する行者

比叡山西塔にある「にない堂」。左が常行堂、右が法華堂。

四
◎
法
華
三
昧

常坐三昧を修する

静寂のなかで坐禅

一字一字に願いを込めて経を写す

伝教大師御廟浄土院へ参拝

昼食つき
（子供含む）

大人・大学生 8,640円

中学生・高校生 7,560円

小学生以下 5,400円

大人・大学生 17,280円

中学生・高校生 15,120円

小学生以下 10,800円

※税込価格

坐禅 お一人様　1,080円 約60分

写経 お一人様　1,620円 約90分

※税込価格

2泊3日コース

1泊2日コース

坐禅・写経　体験コース　体験料金（所要時間）

日帰りコース 5,400円

研修コース　研修料（平成26年現在）

◎居士林 研修料金表
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写経 お一人様　1,620円 約90分

※税込価格

2泊3日コース

1泊2日コース

坐禅・写経　体験コース　体験料金（所要時間）

日帰りコース 5,400円

研修コース　研修料（平成26年現在）

◎居士林 研修料金表



懐
か
し
の
三
塔
巡
拝

学
園
長　
　
　

佐
々
木
光
澄
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事
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博
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校
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村
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志
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治
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間
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宏
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谷
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子
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涌
波
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2
年
担
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西
匡
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田
徳
行
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江
享
一
・

 

山
口
宏
幸
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渡
邉
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今
井
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・

 

中
川
純
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井
え
み
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野
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朗
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矢
田
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郎
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松
里
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平
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佳
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達
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梶
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岸
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司
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和
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乾
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梶
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早
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介
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中
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赤
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宏
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弘
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之
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智
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由
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子
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尾
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井
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・
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﨑
靖
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由
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一
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岩
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彰
梧
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司
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木
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本
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美
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口
仁
代
・
和
田
英
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事
務
長　
　
　

今
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也

事
務
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草
野
泰
徳
・
佐
長
南
美
・
中
川
瞳
・

 

森
田
崇
史

業
務 

中
尾
三
恵
子
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渡
辺
昭
彦

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

 

山
下
容
子
・
鎌
田
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リ　

【
中
学
校
】

教
頭　
　
　
　

大
西
隆
喜

教
員　
　

 

池
田
達
穂
・
小
出
智
美
・
山
本
揮
志
雄
・

 

奥
村
嘉
朗
・
福
島
綾
菜
・
師
岡
良
輔
・

 

小
田
知
則
・
山
口
朱
美
・
竹
原
雄
大
・

 

﨑
本
由
子
・
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ン
・
ロ
ス
・
ス
ミ
ス
・

 

辻
田
力
哉
・
櫻
井
一
・
渋
江
充
子
・

 

加
藤
浩
司
・
伊
藤
由
季
・
澤
田
純
明
・

 

西
田
明
弘
・
横
井　

睦
・
辻
本
千
佳
・

 

髙
木
美
和
・
太
田
隼
人
・
芝
田
弥
生
・

 

矢
野
友
良
・
増
田
昇
・
掃
部
光
淳
・

 

山
本
賢
潤

事
務
所　
　

 
 

猪
飼
廣
子

　

比
叡
山
中
学
校
・
高
等
学
校　

教
職
員
名
簿

〈
平
成
28
年
４
月
９
日
実
施
〉



比
叡
山
高
等
学
校
同
窓
会
を
下
記
の
通
り
開
催
致
し
ま
す
。ふ
る
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
尚
、
教
職
員
も
多
数
参
加
い
た
し
ま
す
。

出
欠
の
ご
返
信
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

◎
期
日
：
平
成
28
年
11
月
12
日（
土
）

◎
受
付
：
15
時
30
分
〜

◎
時
刻
：
16
時
〜　
　
　
同
窓
会
総
会　

　
　
　
　
16
時
45
分
〜　
　
　

　                           

栢
木
寛
照
師　

講
演

　
　
　
　
18
時
〜　
　

懇
親
会　

◎
場
所
：
琵
琶
湖
ホ
テ
ル（
電
話
０
７
７-

５
２
４-

７
１
１
１
）　　
　
　

　　
　
　

滋
賀
県
大
津
市
浜
町
２-

40

◎
会
費
：
女
性
7
千
円　

男
性
8
千
円

◎
出
欠
〆
切
日
：
平
成
28
年
10
月
８
日（
土
）同
封
の
ハ
ガ
キ
に
て

　
　
　
　
　
　
　

ご
返
信
く
だ
さ
い
。

会
長
ご
あ
い
さ
つ
／
事
業
報
告
・
会
計
報
告

同窓会総会のご案内

同
窓
会
総
会
次
第

比
叡
山
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
50
名
に
よ
る

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

I N F O R M A T I O N

8 0　 15   30   45 8 5　 20   35   50

9 0　 15   30   45 9 5　 20   35   50

10

　 

0　 15   30   45 10 5　 20   35   50

11 0　 15   30   45 11 5　 20   35   50

12 0　 15   30   45 12 5　 20   35   50

13 0　 15   30   45 13 5　 20   35   50

14 0　 15   30   45 14 5　 20   35   50

15 0　 15   30   45 15 5　 20   35   50

16 0　 15   30   45 16 5　 20   35   50

17 0　 15   30   45 17 5　 20   35   50

18 0　 15   30   45 18 5　 20   35   50

19 0　 15   30   45 19 5　 20   35   50

20 0　 15   30   45 20 5　 20   35   50

21 0　 15   30   45 21 5　 20   35   50

22 0

琵琶湖ホテルご利用のお客様に限り、シャトルバスをご利用いただけます。
所要時間は約5分です。

琵琶湖ホテル 発 JR大津駅 発

の
春
に
“
懐
か
し
の
三
塔
巡

拝
”
と
、
名
打
ち
行
わ
れ

ま
し
た
事
業
に
つ
い
て
お
話

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

昨
年
、
道
心
の
発
刊
を
通
じ
て
卒
業
生
の

皆
様
に
同
窓
会
事
業
の
中
で
、
い
ろ
い
ろ
な

ご
要
望
や
企
画
な
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
さ

せ
て
頂
き
、
数
多
く
の
ご
意
見
を
頂
戴
し
て
、

そ
の
中
の一つ
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
事
業
が
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

同
窓
会
役
員
会
の
協
議
で
、
延
暦
寺
学
園

の
卒
業
生
の
方
で
あ
れ
ば
在
学
中
の
春
に
各

学
年
で
行
わ
れ
ま
し
た
三
塔
巡
拝
が
皆
様
ご

記
憶
あ
ろ
う
か
と
の
お
話
に
な
り
、
懐
か
し
の

三
塔
巡
拝
を
こ
の
春
、
四
月
九
日
実
施
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
は
、
地
元
体
育
団
体
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
事

業
な
ど
に
関
わ
っ
て
お
り
ま
し
た
関
係
上
、
実

行
委
員
長
に
推
挙
さ
れ
、
同
窓
会
中
山
会
長

は
じ
め
事
務
局
、
理
事
役
員
の
方
々
や
学
園

の
事
務
局
次
長
、
高
校
の
事
務
長
、
比
叡
山

延
暦
寺
の
事
務
所
の
方
々
な
ど
、
た
く
さ
ん
の

ご
協
力
を
頂
き
務
め
さ
せ
て
頂
い
た
次
第
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
は
歩
い
て
登
山
で
行
く
ル
ー

ト
と
、
ケ
ー
ブ
ル
で
行
く
ル
ー
ト
の
２
ル
ー
ト
の

設
定
で
行
い
、
体
調
面
も
考
慮
し
な
が
ら
す

す
め
て
参
り
ま
し
た
。
天
候
な
ど
の
心
配
も
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
朝
か
ら
穏
や
か
な
天
候
に

恵
ま
れ
、
当
日
は
53
名
の
参
加
者
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
歩
い
て
の
コ
ー
ス
は
、
ま
ず
、
新
し

く
な
っ
た
高
校
の
校
舎
を
眺
め
な
が
ら
昔
、
体

育
の
授
業
で
よ
く
走
っ
た
？
走
ら
さ
れ
た
？
校

舎
裏
の
坂
道
か
ら
一
路
横
川
方
面
に
登
り
は
じ

め
ま
し
た
。
在
学
中
に
は
、
ゆ
っ
く
り
と
眺
め

ら
れ
な
か
っ
た
の
か
、
意
外
と
大
き
い
岩
が
あ

る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。
よ
く
此
所
ま

で
走
っ
て
上
が
っ
た
鉄
塔
を
過
ぎ
て
行
者
道
に

入
り
、
石
仏
を
拝
み
な
が
ら
杉
並
木
を
歩
き
、

そ
し
て
通
称
本
坂
に
合
流
し
て
延
暦
寺
会
館

に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。

　

会
館
で
昼
食
を
頂
い
た
あ
と
、
比
叡
山
延

暦
寺
強
化
部
長　

副
執
行
の
小
鴨
覚
俊
氏
の

法
話
を
拝
聴
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

延
暦
寺
で
は
今
年
か
ら
10
年
か
け
て
国
宝
の

根
本
中
堂
の
平
成
の
大
改
修
工
事
が
始
ま
る

な
ど
、
ま
た
本
年
は
宗
祖
伝
教
大
師
御
生
誕

千
二
百
五
十
年
で
あ
り
、
恵
心
僧
都
千
年
御

遠
忌
な
ど
、
こ
こ
数
年
は
、
高
僧
祖
師
の
御
遠

忌
法
要
が
続
く
と
の
お
話
を
お
聞
き
い
た
し
ま

し
た
。
６
月
に
は
、
中
堂
の
工
事
が
本
格
化
し

今
の
姿
の
根
本
中
堂
を
観
ら
れ
る
良
い
機
会
で

あ
っ
た
と
、
感
じ
て
い
た
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
根
本
中
堂
の
中
や
大
講
堂
の
中

な
ど
、
佐
々
木
学
園
長
に
ご
説
明
を
頂
き
な

が
ら
お
参
り
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
し
、
皆
様
も
各
々
で
平
和
の
鐘
を
お
つ
き

に
な
っ
た
り
と
、
自
由
に
参
拝
頂
い
た
と
思
い

ま
す
。

　

そ
し
て
、
延
暦
寺
が
天
皇
家
ゆ
か
り
の
寺
院

で
あ
る
こ
と
か
ら
毎
年
、
天
皇
陛
下
の
御
衣

を
お
預
か
り
し
て
奉
安
し
、「
玉
体
安
穏
」、「
天

下
泰
平
」、「
万
民
豊
楽
」
等
が
祈
念
さ
れ
ま

す
行
事
「
御
修
法
大
会
」の
参
勤
僧
侶
の
方
々

の
行
列
を
拝
見
し
、
山
を
後
に
致
し
ま
し
た
。

　

参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
は
、
卒
業
生
の
方
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
卒
業
生
の
親
御
様
、
ご

家
族
皆
様
で
の
ご
参
加
も
あ
り
、
ご
年
配
の

方
々
も
健
脚
で
い
ら
し
て
、
私
共
が
付
い
て
行

く
く
ら
い
で
し
た
。

　

本
当
に
楽
し
く
良
い一
日
を
過
ご
せ
、
皆
さ

ま
怪
我
な
く
無
事
に
終
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
有

り
難
く
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
少
し
ず
つ
新
し
く
な
る
新
校
舎

や
比
叡
山
の
お
山
で
は
、
色
鮮
や
か
に
な
る
根

本
中
堂
の
移
り
変
わ
り
を
皆
様
と
共
に
観
続

け
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

卒
業
生
の
皆
様
が
今
後
も
よ
り
多
く
の
ご

参
加
を
頂
き
、
一
同
に
会
す
る
場
と
し
て
、
懐

か
し
の
三
塔
巡
拝
が
関
係
各
位
の
ご
協
力
の

も
と
、
次
回
の
企
画
が
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
関
係
各
位
の
ご

協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
て
私
の
記
と
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

実
行
委
員
長　

安
本
久
志

（
昭
和
54
年
卒
業
）

こ

４月９日　参加者の皆様と延暦寺にて撮影
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・
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仁
代
・
和
田
英
彦

事
務
長

今
村
信
也

事
務
所

草
野
泰
徳
・
佐
長
南
美
・
中
川
瞳
・

森
田
崇
史

業
務

中
尾
三
恵
子
・
渡
辺
昭
彦

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

山
下
容
子
・
鎌
田
ユ
リ

【
中
学
校
】

教
頭

大
西
隆
喜

教
員

池
田
達
穂
・
小
出
智
美
・
山
本
揮
志
雄
・

奥
村
嘉
朗
・
福
島
綾
菜
・
師
岡
良
輔
・

小
田
知
則
・
山
口
朱
美
・
竹
原
雄
大
・

﨑
本
由
子
・
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ン
・
ロ
ス
・
ス
ミ
ス
・

辻
田
力
哉
・
櫻
井
一
・
渋
江
充
子
・

加
藤
浩
司
・
伊
藤
由
季
・
澤
田
純
明
・

西
田
明
弘
・
横
井

睦
・
辻
本
千
佳
・

髙
木
美
和
・
太
田
隼
人
・
芝
田
弥
生
・

矢
野
友
良
・
増
田
昇
・
掃
部
光
淳
・

山
本
賢
潤

事
務
所

猪
飼
廣
子

比
叡
山
中
学
校
・
高
等
学
校

教
職
員
名
簿

〈
平
成
28
年
４
月
９
日
実
施
〉



比
叡
山
高
等
学
校
同
窓
会
を
下
記
の
通
り
開
催
致
し
ま
す
。ふ
る
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
尚
、
教
職
員
も
多
数
参
加
い
た
し
ま
す
。

出
欠
の
ご
返
信
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

◎
期
日
：
平
成
28
年
11
月
12
日（
土
）

◎
受
付
：
15
時
30
分
〜

◎
時
刻
：
16
時
〜　
　
　
同
窓
会
総
会　

16
時
45
分
〜

栢
木
寛
照
師

講
演

　
　
　
　
18
時
〜　
　

懇
親
会　

◎
場
所
：
琵
琶
湖
ホ
テ
ル（
電
話
０
７
７-

５
２
４-

７
１
１
１
）

　　
　
　

滋
賀
県
大
津
市
浜
町
２-

40

◎
会
費
：
女
性
7
千
円　

男
性
8
千
円

◎
出
欠
〆
切
日
：
平
成
28
年
10
月
８
日（
土
）同
封
の
ハ
ガ
キ
に
て

ご
返
信
く
だ
さ
い
。

会
長
ご
あ
い
さ
つ
／
事
業
報
告
・
会
計
報
告

同窓会総会のご案内

同
窓
会
総
会
次
第

比
叡
山
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
50
名
に
よ
る

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

I N F O R M A T I O N

8 0　 15   30   45 8 5　 20   35   50

9 0　 15   30   45 9 5　 20   35   50

10 0　 15   30   45 10 5　 20   35   50

11 0　 15   30   45 11 5　 20   35   50

12 0　 15   30   45 12 5　 20   35   50

13 0　 15   30   45 13 5　 20   35   50

14 0　 15   30   45 14 5　 20   35   50

15 0　 15   30   45 15 5　 20   35   50

16 0　 15   30   45 16 5　 20   35   50

17 0　 15   30   45 17 5　 20   35   50

18 0　 15   30   45 18 5　 20   35   50

19 0　 15   30   45 19 5　 20   35   50

20 0　 15   30   45 20 5　 20   35   50

21 0　 15   30   45 21 5　 20   35   50

22 0

琵琶湖ホテルご利用のお客様に限り、シャトルバスをご利用いただけます。
所要時間は約5分です。

琵琶湖ホテル 発 JR大津駅 発

の
春
に
“
懐
か
し
の
三
塔
巡

拝
”
と
、
名
打
ち
行
わ
れ

ま
し
た
事
業
に
つ
い
て
お
話

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

昨
年
、
道
心
の
発
刊
を
通
じ
て
卒
業
生
の

皆
様
に
同
窓
会
事
業
の
中
で
、
い
ろ
い
ろ
な

ご
要
望
や
企
画
な
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
さ

せ
て
頂
き
、
数
多
く
の
ご
意
見
を
頂
戴
し
て
、

そ
の
中
の一つ
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
事
業
が
ご
ざ
い

ま
し
た
。

同
窓
会
役
員
会
の
協
議
で
、
延
暦
寺
学
園

の
卒
業
生
の
方
で
あ
れ
ば
在
学
中
の
春
に
各

学
年
で
行
わ
れ
ま
し
た
三
塔
巡
拝
が
皆
様
ご

記
憶
あ
ろ
う
か
と
の
お
話
に
な
り
、
懐
か
し
の

三
塔
巡
拝
を
こ
の
春
、
四
月
九
日
実
施
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
は
、
地
元
体
育
団
体
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
事

業
な
ど
に
関
わ
っ
て
お
り
ま
し
た
関
係
上
、
実

行
委
員
長
に
推
挙
さ
れ
、
同
窓
会
中
山
会
長

は
じ
め
事
務
局
、
理
事
役
員
の
方
々
や
学
園

の
事
務
局
次
長
、
高
校
の
事
務
長
、
比
叡
山

延
暦
寺
の
事
務
所
の
方
々
な
ど
、
た
く
さ
ん
の

ご
協
力
を
頂
き
務
め
さ
せ
て
頂
い
た
次
第
で
ご

ざ
い
ま
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
は
歩
い
て
登
山
で
行
く
ル
ー

ト
と
、
ケ
ー
ブ
ル
で
行
く
ル
ー
ト
の
２
ル
ー
ト
の

設
定
で
行
い
、
体
調
面
も
考
慮
し
な
が
ら
す

す
め
て
参
り
ま
し
た
。
天
候
な
ど
の
心
配
も
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
朝
か
ら
穏
や
か
な
天
候
に

恵
ま
れ
、
当
日
は
53
名
の
参
加
者
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
歩
い
て
の
コ
ー
ス
は
、
ま
ず
、
新
し

く
な
っ
た
高
校
の
校
舎
を
眺
め
な
が
ら
昔
、
体

育
の
授
業
で
よ
く
走
っ
た
？
走
ら
さ
れ
た
？
校

舎
裏
の
坂
道
か
ら
一
路
横
川
方
面
に
登
り
は
じ

め
ま
し
た
。
在
学
中
に
は
、
ゆ
っ
く
り
と
眺
め

ら
れ
な
か
っ
た
の
か
、
意
外
と
大
き
い
岩
が
あ

る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。
よ
く
此
所
ま

で
走
っ
て
上
が
っ
た
鉄
塔
を
過
ぎ
て
行
者
道
に

入
り
、
石
仏
を
拝
み
な
が
ら
杉
並
木
を
歩
き
、

そ
し
て
通
称
本
坂
に
合
流
し
て
延
暦
寺
会
館

に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。

会
館
で
昼
食
を
頂
い
た
あ
と
、
比
叡
山
延

暦
寺
強
化
部
長

副
執
行
の
小
鴨
覚
俊
氏
の

法
話
を
拝
聴
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

延
暦
寺
で
は
今
年
か
ら
10
年
か
け
て
国
宝
の

根
本
中
堂
の
平
成
の
大
改
修
工
事
が
始
ま
る

な
ど
、
ま
た
本
年
は
宗
祖
伝
教
大
師
御
生
誕

千
二
百
五
十
年
で
あ
り
、
恵
心
僧
都
千
年
御

遠
忌
な
ど
、
こ
こ
数
年
は
、
高
僧
祖
師
の
御
遠

忌
法
要
が
続
く
と
の
お
話
を
お
聞
き
い
た
し
ま

し
た
。
６
月
に
は
、
中
堂
の
工
事
が
本
格
化
し

今
の
姿
の
根
本
中
堂
を
観
ら
れ
る
良
い
機
会
で

あ
っ
た
と
、
感
じ
て
い
た
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
後
、
根
本
中
堂
の
中
や
大
講
堂
の
中

な
ど
、
佐
々
木
学
園
長
に
ご
説
明
を
頂
き
な

が
ら
お
参
り
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
し
、
皆
様
も
各
々
で
平
和
の
鐘
を
お
つ
き

に
な
っ
た
り
と
、
自
由
に
参
拝
頂
い
た
と
思
い

ま
す
。

そ
し
て
、
延
暦
寺
が
天
皇
家
ゆ
か
り
の
寺
院

で
あ
る
こ
と
か
ら
毎
年
、
天
皇
陛
下
の
御
衣

を
お
預
か
り
し
て
奉
安
し
、「
玉
体
安
穏
」、「
天

下
泰
平
」、「
万
民
豊
楽
」
等
が
祈
念
さ
れ
ま

す
行
事
「
御
修
法
大
会
」の
参
勤
僧
侶
の
方
々

の
行
列
を
拝
見
し
、
山
を
後
に
致
し
ま
し
た
。

参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
は
、
卒
業
生
の
方
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
卒
業
生
の
親
御
様
、
ご

家
族
皆
様
で
の
ご
参
加
も
あ
り
、
ご
年
配
の

方
々
も
健
脚
で
い
ら
し
て
、
私
共
が
付
い
て
行

く
く
ら
い
で
し
た
。

本
当
に
楽
し
く
良
い一
日
を
過
ご
せ
、
皆
さ

ま
怪
我
な
く
無
事
に
終
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
有

り
難
く
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
少
し
ず
つ
新
し
く
な
る
新
校
舎

や
比
叡
山
の
お
山
で
は
、
色
鮮
や
か
に
な
る
根

本
中
堂
の
移
り
変
わ
り
を
皆
様
と
共
に
観
続

け
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

卒
業
生
の
皆
様
が
今
後
も
よ
り
多
く
の
ご

参
加
を
頂
き
、
一
同
に
会
す
る
場
と
し
て
、
懐

か
し
の
三
塔
巡
拝
が
関
係
各
位
の
ご
協
力
の

も
と
、
次
回
の
企
画
が
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
関
係
各
位
の
ご

協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
て
私
の
記
と
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

実
行
委
員
長

安
本
久
志

（
昭
和
54
年
卒
業
）

こ

４月９日　参加者の皆様と延暦寺にて撮影



国
公
立
大
学

私
立
大
学

私
立
短
期
大
学

523

過
去
3
年
間
の
進
路
実
績

　平
成
　
年
度

28

　平
成
　
年
度

27

　平
成
　
年
度

26

　平
成
　
年
度

27

　平
成
　
年
度

28

　平
成
　
年
度

26     

　平
成
　
年
度

27

　平
成
　
年
度

26
315

34 426 4

　平
成
　
年
度

25     

120

31 126 4

431

433

459

学
校
名

北
海
道
大

筑
波
大

埼
玉
大

東
京
工
業
大

富
山
大

福
井
大

信
州
大

静
岡
大

岐
阜
大

滋
賀
大

滋
賀
医
科
大

滋
賀
県
立
大

京
都
大

京
都
工
芸
繊
維
大

京
都
教
育
大

京
都
府
立
大

京
都
府
立
医
大

大
阪
大

大
阪
府
立
大

神
戸
大

兵
庫
県
立
大

奈
良
県
立
医
大

鳥
取
大

岡
山
県
立
大

広
島
大

徳
島
大

愛
媛
大

長
崎
大

鹿
児
島
大

鹿
屋
体
大

そ
の
他

合
計

1131416112432213111663

学
校
名

同
志
社
大

立
命
館
大

関
西
大

関
西
学
院
大

小
計

早
稲
田
大

慶
応
大

中
央
大

日
本
大

日
本
医
大

金
沢
医
大

長
浜
バ
イ
オ
大

び
わ
こ
成
蹊
ス
ポ
ー
ツ
大

大
谷
大

京
都
外
国
語
大

京
都
看
護
大

京
都
産
業
大

京
都
女
子
大

京
都
橘
大

京
都
薬
科
大

京
都
文
教
大

京
都
造
形
芸
術
大

京
都
精
華
大

同
志
社
女
子
大

佛
教
大

龍
谷
大

大
阪
医
科
大

大
阪
経
済
大

大
阪
工
業
大

大
阪
薬
科
大

大
阪
体
育
大

関
西
外
国
語
大

近
畿
大

摂
南
大

甲
南
大

神
戸
薬
科
大

武
庫
川
女
子
大

そ
の
他

合
計

大
学
名

龍
谷
大
短
大
部

関
西
外
国
語
大
学
短
大
部

そ
の
他

合
計

準
大
学

　平
成
　
年
度

28

11

3 1

1
　平
成
　
年
度

28

　平
成
　
年
度

27

　平
成
　
年
度

26

学
校
名

防
衛
大
学
校

そ
の
他

合
計

2

221334422571774122462498614121326411534189796

2

1

411124141511552112211121213111481

1311829117112221112166

24523410

2256221041211116639513535831768559981392212109112158670

28383210122131072542208546113632552281147111121123157583

134418322145104333281124643444246221158195411 78

3

4

卒
業
生
数

　平
成
　
年
度

28

　平
成
　
年
度

27

　平
成
　
年
度

26

卒
業
生
数

はばたけ比叡山高校卒業生─過去３年間の進路実績

国公立大学・難関私立大学への合格者が年々着実に増加しています。

財務諸表の公開

資金収支計算書の要旨（平成27年4月1日から平成28年3月31日まで） 

DATA

私立学校法の改正により、財務情報の公開が必要となりました。つきましては、本学園の資金収支計算書ならびに貸借対照表を公開いたします。

（単位：千円）

※
数
字
は
延
べ
合
格
者
人
数
を
表
し
ま
す
。

高
山
義
臣
（
幼
稚
園
業
務
員
）

平
成
16
年
９
月
か
ら
勤
務

比
叡
山
高
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
比
叡
山
高
校
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、道
心
1
号
〜
22
号

が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

同
窓
会
員
の
皆
様
、ご
注
意
く
だ
さ
い

最
近
、本
校
の
事
務
局
を
か
た
り
、携
帯

電
話
番
号
や
住
所
な
ど
の
個
人
情
報

を
た
ず
ね
る
電
話
が
か
か
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。本
校
で
は
、そ
の
よ
う
な
調
査
は

一
切
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意
く

だ
さ
い
。

同
窓
会
の
個
人
情
報
保
護
対
策
に
つ
い
て

同
窓
会
で
お
預
か
り
す
る
個
人
情
報

は
、個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
日
本

の
法
令
、そ
の
他
の
規
範
を
厳
守
し
て

左
記
の
目
的
の
範
囲
で
の
み
利
用
い
た

し
ま
す
。

◆
利
用
の
目
的
に
つ
い
て

①
同
窓
会
誌「
道
心
」の
発
送

②
同
窓
会
活
動
等
の
ご
案
内

③
そ
の
他
、同
窓
会
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、必
要
と
思
わ
れ
る
作
業

等
合
法
的
な
目
的
の
た
め
に
活
用

す
る
。

◆
ご
提
供
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
に
つ

い
て
は
、同
窓
会
が
責
任
を
持
っ
て
正
確

に
処
理
し
、管
理
い
た
し
ま
す
。

◆
個
人
情
報
は
原
則
と
し
て
本
人
に
限

り
、開
示
・
訂
正
・
利
用
停
止
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

三
津
川
清
子

（
中
学
校
事
務
職
員
）

平
成
25
年
３
月
か
ら
勤
務

比
叡
山
高
校
か
ら
の
お
知
ら
せ

収入の部 支出の部
科目　 金額 科目 金額

  学生生徒等納付金収入 902,253   人件費支出 1,138,815

  手数料収入 28,675   教育研究経費支出 147,972

  寄付金収入 63,050   管理経費支出 118,402
  補助金収入 886,144   借入金等利息支出 0
  資産運用収入 2,849   借入金等返済支出 10,000
  資産売却収入 0   施設関係支出 207,637
  事業収入 32,994   設備関係支出 5,937
  雑収入 27,454   資産運用支出 1,995,434
  借入金等収入 1,228,000   その他の支出 739,641
  前受金収入 76,490   資金支出調整勘定 ▲ 30,639
  その他の収入 1,794,109   次年度繰越支払資金 385,735

  資金収入調整勘定 ▲ 461,464

  前年度繰越支払資金 138,380
   収入の部合計 4,718,934      支出の部合計 4,718,934

　　
資産の部 負債の部

科目 金額 科目 金額
有形固定資産 固定負債 1,568,250
　土地 672,668   退職給与引当金 266,737
　建物 　長期未払金 83,513
　構築物 33,402    長期借入金 1,218,000
　教育用機器備品 154,363 流動負債 172,964
　その他の機器備品 6,345   未   払   金 30,370

   図書 75,460   前   受   金 76,490
　 車輌 6,711   預  り   金 56,104
　建設仮勘定 233,977   短期借入金 10,000
その他の固定資産 461,292  負債の部合計 1,741,214
　建設引当特定預金 243,158   基本金の部
　施設設備引当特定資産 218,134   第１号基本金 3,787,892
流動資産 824,539   第２号基本金 461,292
  現 金 預 金 385,735   第４号基本金 119,020
  未 収 入 金 386,614  基本金の部合計 4,368,204
  有 価 証 券 50  消費収支差額の部 ▲ 1,908,084
  その 他 52,139   翌年度繰越消費支出超過額 ▲ 1,908,084
  資産の部合計 負債・基本金・消費支出差額合計 4,201,334

（単位：千円）

比叡山高等学校
同窓会会計決算書

　  項目     27 年度
会費収入 4,590,000
総会会費 0
役員会会費 0
賀　　　儀 0
CD 売上 0
受取利息 1,067

前年度繰越 8,333,127

合　　計 12,924,194

     項目  27 年度
記念誌印刷代 1,326,024
慶弔費 0
道心印刷代 889,596
道心郵送代 1,332,003
雑　費 26,568
総会費 0
役員会費 8,984
通信費 18,026

次年度繰越 9,322,993

合　　計 12,924,194

 貸借対照表の要旨（平成 28 年 3月31日現在）

退
職
者
の
お
知
ら
せ
（
平
成
28
年
3
月
）敬
称
略

（単位：円）　

平成27年度末現在残高　
9,322,993円

2,915,503

4,201,334

支出の部

収入の部

小
西
順
一
（
高
校
理
科
）

平
成
25
年
４
月
か
ら
勤
務

枩
野
秀
紀
（
高
校
国
語
科
）

平
成
27
年
３
月
か
ら
勤
務

堀
米
弘
子

（
高
校
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

平
成
13
年
４
月
か
ら
勤
務

平成27年4月1日～平成28年3月31日

●バレーボール部男子
予選グループ戦

　　比叡山　2 - 0　日野
　決勝トーナメント
　　1 回戦　シード
　　2 回戦　比叡山　2 - 0　長浜北星
　　準々決勝　比叡山　1 - 2　八幡工業
　　最終結果　ベスト8

●サッカー部
2 回戦　比叡山　17 - 0　幸福の科学

　　3 回戦　比叡山　1 - 0　守山北
　　準々決勝　比叡山　4 - 1　甲西
　　準決勝　比叡山　1 - 0　草津東（延長）
　　決勝　比叡山　0 - 1　綾羽（延長）

●軟式野球部
平成 28 年度春季近畿地区高等学校軟式野
球滋賀県大会

　　1 回戦　比叡山　7 - 0　瀬田工
　　決勝　比叡山　6 - 0　大津商
　平成 28 年度春季近畿地区高等学校軟式野
　球大会
　　2 回戦　比叡山　1 - 2　報徳学園

●ソフトテニス部女子
個人戦

　　藤木・植月ペア　ベスト12　近畿大会出場
　　礒谷・森ペア　ベスト64

●陸上部
男子

　　1500ｍ　第 3 位　矢野直幹
　　5000ｍ　第 3 位　矢野直幹
　　3000ｍSC　第 6 位　小林和幸
　　走幅跳　第 2 位　成宮壮
　　三段跳　第 6 位　西村大成
　女子
　　200m　第 3 位　飯野晴香
　　800m　第 1 位　田中友梨

第 5 位　小林里奈
　　1500m　第 1 位　澤村真央

第 2 位　飛田凛香
　　3000m　第 1 位　澤村真央

第 3 位　飛田凛香
第 4 位　三宅満星

　　砲丸投　第 2 位　山根詩乃
　　やり投　第 6 位　山根詩乃
　　女子総合　2 位

　女子トラック　2 位
※11 名　インターハイ近畿地区予選会　出場

●バトミントン部
男子団体

　　優勝（インターハイ出場、22 年連続 42 回目）
　男子シングルス
　　優勝　藤原圭祐（インターハイ出場）
　　準優勝　大屋亮悟（インターハイ出場）
　　第 3 位　山沖慶
　　第 3 位　谷口侑弥
　男子ダブルス
　　優勝　藤原圭祐・三宅将平
　　準優勝　堀井大智・清水滉平
　　第 3 位　名葉智信・小野優真

●放送部
第 63 回 NHK 杯全国高校放送コンテスト滋賀
県大会
朗読部門

優秀賞　岩村空
2016 年 7 月 25 日～28 日に東京都・国立オ
リンピック記念青少年総合センター他で行われた
全国大会に出場。

●水泳部
男子総合　優勝 191 点（5 年連続 24 回目）

　　女子総合　優勝 168 点（3 年連続 14 回目）

●軽音楽部
6 月2 日、野洲文化ホール（大ホール）にて行 
われた第 8 回軽音楽部クラブ対抗コンテストin
野洲に部員48 名が参加。3 年の「アクターガー
ル」が野洲市長賞を受賞し、県内最優秀バンド 
として全国大会「全国高等学校軽音楽コンテス 
ト」への出場権を獲得。

●柔道部
男子団体　優勝
女子団体　優勝

男子個人
－ 60 ㎏級　優勝　福田大悟
－ 66 ㎏級　優勝　水戸大生
－ 81 ㎏級　優勝　毛利友弥
－ 100 ㎏級　優勝　山本健司
＋ 100 ㎏級　優勝　北川仁基

女子個人
－ 48 ㎏級　優勝　芳田真

　－ 52 ㎏級　優勝　瀧川萌
　－ 57 ㎏級　優勝　西口楓雪
　－ 63 ㎏級　優勝　伊藤友希
　－ 70 ㎏級　優勝　薬師山ひかり
　－ 78 ㎏級　優勝　杉野寿夏
　団体男女と個人戦各階級の優勝者は、7 月　 
　30 日～8 月3 日に島根県で行われたインターハ
　イに出場。

●ソフトボール部
　（1 回戦　不戦勝）

2 回戦　比叡山　9 - 0　八幡商業（5 回コー
ルド）
準々決勝　比叡山　4 - 0　水口
準決勝　比叡山　4 - 0　滋賀短大付附
決勝　比叡山　10 - 4　大津商業
2 年ぶり3 回目のインターハイ、近畿大会出場。

●囲碁将棋愛好会
男子個人選手権戦　第 1 位
男子団体選手権戦　第 3 位

●かるた愛好会
第 15 回滋賀県高等学校小倉百人一首かるた
大会団体戦　第 2 位

●剣道部
男子団体　優勝（36 年ぶり2 回目インターハ

イ出場）
1 回戦　比叡山対幸福の科学学園関西

5 勝 0 敗
2 回戦　比叡山対甲西　5 勝 0 敗
3 回戦　比叡山対東大津　3 勝 0 敗 2引き分け
準決勝　比叡山対八幡工業　3 勝 0 敗 2 引

き分け
決勝　比叡山対草津東　2 勝 1 敗 2 引き分け
女子団体　ベスト8
2 回戦　比叡山対長浜・長浜北　5 勝 0 敗
3 回戦　比叡山対八幡商業　1 勝 2 敗 2 引

　　　　　き分け

　男子個人
　優勝　奥村裕一郎（インターハイ出場）
　3 位　竹内啓悟
　女子個人
　3 位　川上侑記
　男女とも団体戦で近畿大会出場かつ上記 3 名
　は個人戦でも出場

クラブ活動報告　 28年度 春季高校総体・総文祭結果
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　           はばたけ比叡山高校卒業生─過去３年間の進路実績

国公立大学・難関私立大学への合格者が年々着実に増加しています。

財務諸表の公開

資金収支計算書の要旨（平成27年4月1日から平成28年3月31日まで） 
 

DATA

私立学校法の改正により、財務情報の公開が必要となりました。つきましては、本学園の資金収支計算書ならびに貸借対照表を公開いたします。

（単位：千円）
　

※
数
字
は
延
べ
合
格
者
人
数
を
表
し
ま
す
。

高
山
義
臣
（
幼
稚
園
業
務
員
）

平
成
16
年
９
月
か
ら
勤
務

比
叡
山
高
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
比
叡
山
高
校
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、道
心
1
号
〜
22
号

が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

同
窓
会
員
の
皆
様
、ご
注
意
く
だ
さ
い

最
近
、本
校
の
事
務
局
を
か
た
り
、携
帯

電
話
番
号
や
住
所
な
ど
の
個
人
情
報

を
た
ず
ね
る
電
話
が
か
か
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。本
校
で
は
、そ
の
よ
う
な
調
査
は

一
切
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意
く

だ
さ
い
。

同
窓
会
の
個
人
情
報
保
護
対
策
に
つ
い
て

同
窓
会
で
お
預
か
り
す
る
個
人
情
報

は
、個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
日
本

の
法
令
、そ
の
他
の
規
範
を
厳
守
し
て

左
記
の
目
的
の
範
囲
で
の
み
利
用
い
た

し
ま
す
。

◆
利
用
の
目
的
に
つ
い
て

　

 

①
同
窓
会
誌「
道
心
」の
発
送　

　

 

②
同
窓
会
活
動
等
の
ご
案
内

　

 

③
そ
の
他
、同
窓
会
の
活
性
化
を
図  

    

る
た
め
、必
要
と
思
わ
れ
る
作
業  

      

等
合
法
的
な
目
的
の
た
め
に
活
用   

      

す
る
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◆
ご
提
供
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
に
つ

い
て
は
、同
窓
会
が
責
任
を
持
っ
て
正
確

に
処
理
し
、管
理
い
た
し
ま
す
。

◆
個
人
情
報
は
原
則
と
し
て
本
人
に
限

り
、開
示
・
訂
正
・
利
用
停
止
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

三
津
川
清
子

（
中
学
校
事
務
職
員
）

平
成
25
年
３
月
か
ら
勤
務

比
叡
山
高
校
か
ら
の
お
知
ら
せ

　　　　収入の部 　　　　 支出の部
科目　 金額 科目 金額

  学生生徒等納付金収入 902,253   人件費支出 1,138,815

  手数料収入 28,675   教育研究経費支出 147,972

  寄付金収入 63,050   管理経費支出 118,402
  補助金収入 886,144   借入金等利息支出 0
  資産運用収入 2,849   借入金等返済支出 10,000
  資産売却収入 0   施設関係支出 207,637
  事業収入 32,994   設備関係支出 5,937
  雑収入 27,454   資産運用支出 1,995,434
  借入金等収入 1,228,000   その他の支出 739,641
  前受金収入 76,490   資金支出調整勘定 ▲ 30,639
  その他の収入 1,794,109   次年度繰越支払資金 385,735

  資金収入調整勘定 ▲ 461,464

  前年度繰越支払資金 138,380
   収入の部合計 4,718,934      支出の部合計 4,718,934

　　
　　　　資産の部 　　　　　負債の部

科目 金額 科目 金額
有形固定資産 固定負債 1,568,250
　土地 672,668   退職給与引当金 266,737
　建物 　長期未払金 83,513
　構築物 33,402    長期借入金 1,218,000
　教育用機器備品 154,363 流動負債 172,964
　その他の機器備品 6,345   未   払   金 30,370

   図書 75,460   前   受   金 76,490
　 車輌 6,711   預  り   金 56,104
　建設仮勘定 233,977   短期借入金 10,000
その他の固定資産 461,292  負債の部合計 1,741,214
　建設引当特定預金 243,158   基本金の部
　施設設備引当特定資産 218,134   第１号基本金 3,787,892
流動資産 824,539   第２号基本金 461,292
  現 金 預 金 385,735   第４号基本金 119,020
  未 収 入 金 386,614  基本金の部合計 4,368,204
  有 価 証 券 50  消費収支差額の部 ▲ 1,908,084
  その 他 52,139   翌年度繰越消費支出超過額 ▲ 1,908,084
  資産の部合計 負債・基本金・消費支出差額合計 4,201,334

（単位：千円）

比叡山高等学校
同窓会会計決算書

　  項目     27 年度
会費収入 4,590,000
総会会費 0
役員会会費 0
賀　　　儀 0
CD 売上 0
受取利息 1,067

前年度繰越 8,333,127

合　　計 12,924,194

     項目  27 年度
記念誌印刷代 1,326,024
慶弔費 0
道心印刷代 889,596
道心郵送代 1,332,003
雑　費 26,568
総会費 0
役員会費 8,984
通信費 18,026

次年度繰越 9,322,993

合　　計 12,924,194
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平成27年4月1日～平成28年3月31日

●バレーボール部男子
　予選グループ戦
　　比叡山　2 - 0　日野
　決勝トーナメント
　　1 回戦　シード
　　2 回戦　比叡山　2 - 0　長浜北星
　　準々決勝　比叡山　1 - 2　八幡工業
　　最終結果　ベスト8

●サッカー部
　　2 回戦　比叡山　17 - 0　幸福の科学
　　3 回戦　比叡山　1 - 0　守山北
　　準々決勝　比叡山　4 - 1　甲西
　　準決勝　比叡山　1 - 0　草津東（延長）
　　決勝　比叡山　0 - 1　綾羽（延長）

●軟式野球部
　平成 28 年度春季近畿地区高等学校軟式野
　球滋賀県大会
　　1 回戦　比叡山　7 - 0　瀬田工
　　決勝　比叡山　6 - 0　大津商
　平成 28 年度春季近畿地区高等学校軟式野
　球大会
　　2 回戦　比叡山　1 - 2　報徳学園

●ソフトテニス部女子
　個人戦
　　藤木・植月ペア　ベスト12　近畿大会出場
　　礒谷・森ペア　ベスト64

●陸上部
　男子
　　1500ｍ　第 3 位　矢野直幹
　　5000ｍ　第 3 位　矢野直幹
　　3000ｍSC　第 6 位　小林和幸
　　走幅跳　第 2 位　成宮壮
　　三段跳　第 6 位　西村大成
　女子
　　200m　第 3 位　飯野晴香
　　800m　第 1 位　田中友梨
　　　　 　第 5 位　小林里奈
　　1500m　第 1 位　澤村真央
　　　　　　第 2 位　飛田凛香
　　3000m　第 1 位　澤村真央
　　　　　　第 3 位　飛田凛香
　　　　　　第 4 位　三宅満星
　　砲丸投　第 2 位　山根詩乃
　　やり投　第 6 位　山根詩乃
　　女子総合　2 位

　女子トラック　2 位
※11 名　インターハイ近畿地区予選会　出場

●バトミントン部
　男子団体　
　　優勝（インターハイ出場、22 年連続 42 回目）
　男子シングルス
　　優勝　藤原圭祐（インターハイ出場）
　　準優勝　大屋亮悟（インターハイ出場）
　　第 3 位　山沖慶
　　第 3 位　谷口侑弥
　男子ダブルス
　　優勝　藤原圭祐・三宅将平
　　準優勝　堀井大智・清水滉平
　　第 3 位　名葉智信・小野優真

●放送部
　第 63 回 NHK 杯全国高校放送コンテスト滋賀
　県大会
　朗読部門
　　優秀賞　岩村空
　2016 年 7 月 25 日～28 日に東京都・国立オ
　リンピック記念青少年総合センター他で行われた
　全国大会に出場。

●水泳部
　　男子総合　優勝 191 点（5 年連続 24 回目）
　　女子総合　優勝 168 点（3 年連続 14 回目）

●軽音楽部
　6 月2 日、野洲文化ホール（大ホール）にて行 
　われた第 8 回軽音楽部クラブ対抗コンテストin
　野洲に部員48 名が参加。3 年の「アクターガー
　ル」が野洲市長賞を受賞し、県内最優秀バンド 
　として全国大会「全国高等学校軽音楽コンテス 
　ト」への出場権を獲得。

●柔道部
　　男子団体　優勝
　　女子団体　優勝
　男子個人
　　－ 60 ㎏級　優勝　福田大悟
　　－ 66 ㎏級　優勝　水戸大生
　　－ 81 ㎏級　優勝　毛利友弥
　　－ 100 ㎏級　優勝　山本健司
　　＋ 100 ㎏級　優勝　北川仁基
　女子個人
　　－ 48 ㎏級　優勝　芳田真　

　－ 52 ㎏級　優勝　瀧川萌
　－ 57 ㎏級　優勝　西口楓雪
　－ 63 ㎏級　優勝　伊藤友希
　－ 70 ㎏級　優勝　薬師山ひかり
　－ 78 ㎏級　優勝　杉野寿夏
　団体男女と個人戦各階級の優勝者は、7 月　 
　30 日～8 月3 日に島根県で行われたインターハ
　イに出場。

●ソフトボール部
　（1 回戦　不戦勝）
　2 回戦　比叡山　9 - 0　八幡商業（5 回コー
　ルド）
　準々決勝　比叡山　4 - 0　水口
　準決勝　比叡山　4 - 0　滋賀短大付附
　決勝　比叡山　10 - 4　大津商業
　2 年ぶり3 回目のインターハイ、近畿大会出場。

●囲碁将棋愛好会
　男子個人選手権戦　第 1 位
　男子団体選手権戦　第 3 位

●かるた愛好会
　第 15 回滋賀県高等学校小倉百人一首かるた
　大会団体戦　第 2 位

●剣道部
　男子団体　優勝（36 年ぶり2 回目インターハ
　　　　　　イ出場）
　1 回戦　比叡山対幸福の科学学園関西　
　　　　　5 勝 0 敗
　2 回戦　比叡山対甲西　5 勝 0 敗
　3 回戦　比叡山対東大津　3 勝 0 敗 2引き分け
　準決勝　比叡山対八幡工業　3 勝 0 敗 2 引
　　　　　き分け
　決勝　比叡山対草津東　2 勝 1 敗 2 引き分け
　女子団体　ベスト8
　2 回戦　比叡山対長浜・長浜北　5 勝 0 敗
　3 回戦　比叡山対八幡商業　1 勝 2 敗 2 引
　　　　　き分け

　男子個人
　優勝　奥村裕一郎（インターハイ出場）
　3 位　竹内啓悟
　女子個人
　3 位　川上侑記
　男女とも団体戦で近畿大会出場かつ上記 3 名
　は個人戦でも出場

クラブ活動報告　 28年度 春季高校総体・総文祭結果

1,732,559



●比叡山中学校・高等学校入試説明会

平成28年度　入学試験に関する資料（詳細はホームページをご覧下さい）

普段の授業を大切にすることで基礎学力を確実に身につけ、
私立大学文系学部合格を目指します。また、課外活動にも
積極的に取り組み、豊かな人間性を育てます。

個人の適性に合わせて希望進路
を決定し、その実現を目指します。
ただの詰め込みの学習ではなく、

「知的関心・好奇心」 を育て、「考え
る力」 をつけます。

難関国公立大学理系学部への現役合格を目指します。
単なる理数のエリート育成ではなく、一隅を照らす
" 心 " を持つ将来の科学者・技術者の育成をはかります。

私立大学文系学部への合格を目指します
英語・国語・社会（地歴、公民）を中心とした基礎学力の
強化と課外活動への積極的な参加

Ⅱ類R 難関私立大学への進学を目指します
文系は英・国・社、理系は英・数・理の3教科に
重点をおいた学習　国公立大学受験にも対応

　Ⅱ類S　 国公立大学への進学を目指します
５教科 7 科目に重点を置いた学習
難関国公立も視野に入れた学習の強化

難関国公立大学理系学部への現役合格
を目指します
京都大学・大阪大学・神戸大学や国公立大学の医・歯・薬学部など

※１年次「Ｓコース」は入試成績上位クラス
※2年進級前に「Ｓコース」選抜テストを実施（希望者）2 年から「Ｓコース」は別カリキュラム

●中学校
A日　　程：　平成２9年１月１4日（土）
　募集人員：　自己推薦入試10名、専願入試６0名
　出願期間：　平成２9年１月5日（木）〜１月7日（土）
　選考方法：　自己推薦入試「一隅入試」　

　専願入試
　「国語」・「算数」（各１００点／各４０分）
　 グループ面接（５０点／本人のみ）

　合格発表：　平成２9年１月18日（水）
　入学手続：　平成２9年１月18日（水）〜20日（金）

Ｂ日　　程：　平成２9年１月15日（日）

　募集人員：　併願入試　1０名
　出願期間：　平成２9年１月5日（水）〜7日（土）
　選考方法：　「国語」「算数」「社会・理科」

　（各１００点／各４０分）
　グループ面接（５０点／本人のみ）

　合格発表：　平成29年１月18日（水）
　入学手続：　平成29年１月18日（水）〜20日（金）

Ｃ日　　程：　平成２9年1月28日（土）
　募集人員：　専願入試　若干名
　出願期間：　平成２9年1月２6日（木）
　選考方法：　「国語」「算数」

　（各１００点／各４０分）
　グループ面接（５０点／本人のみ）

　合格発表：　平成２9年2月1日（水）
　入学手続：　平成２9年2月1日（水）〜3日（金）

3.費用について
受験料   ２０，０００円

　　入学金 １５０，０００円
授業料　    ３1０，０００円

　　学費等　　維持費　　 10６，０００円
教育充実費　  75，０００円
諸経費　     17，4００円

　初年度納入金 ６58，4００円

編集・発行 

比叡山高等学校同窓会事務局
〒520-0113  滋賀県大津市坂本4-3-1  比叡山高等学校内
TEL 077-578-0091（代）　FAX 077-579-3413
http://www.hieizan.ed.jp/

Ⅰ類

Ⅱ類

Ⅲ類

文系

文系
理系

（理数コース）
理系

　リオ オリンピック バドミントン出場の早
川・数野 両氏におかれましては、大変お
疲れさまでした。感動をありがとうございまし
た。また、パラリンピックにマラソンの伴走
者で「川嶋久一」氏が出場されました。
　さて、四年に一度行う総会に是非参加く
ださい。
　皆様の各学年の同窓会又クラブのOB
会を同時開催するなど、総会を盛り上げて
下されば、幸いです。また、校舎二期 建設
工事が始まりますが、まだまだ皆様の心温
まるご寄付のお願いを引き続きお願いいた
します。
　本年度、同窓会の事業として、第一弾 
ウォーキングを企画しました。たくさんのご出
席ありがとうございました。第二弾、第三弾
と考えて皆様に発信してゆきます。
　この「道心」をみなさま卒業生の伝言
板のように活用してください。
　いろいろな投稿をお待ちしております。

事務局長　三上金司

平成 29 年度の中学・高校の入試説明会の日程が決定いたしました。同窓会員の皆様のご協力およびＰＲをお願いいたします。

文系・理系

文系・理系

高校の特色あるコース

会長のご挨拶
懐かしの恩師を訪ねて

新校舎建設第二期工事着工！
卒業生からのメッセージ

シリーズ比叡山の行　第3回　止観業の修行　～四種三昧行～

懐かしの三塔巡拝実施
同窓会総会のご案内

はばたけ比叡山高校卒業生
比叡山中・高等学校　入試説明会のご案内

編集後記

●高等学校
1.募集人員
　　全日制課程普通科（共学）　        ４００名

 （内部進学含む）
　　Ⅰ類〔文系〕  １６０名
　　Ⅱ類（R･Ｓコース）〔文・理系〕　  　２１０名
　　Ⅲ類（理数コース）〔理系〕　　 　   ３０名

2.入学試験の日程
　一般入学試験
　　出願期間　平成２9年１月13日（金）〜１月20日（金）
　　学科試験　平成２9年２月6日（月）
　　面接試験　平成２9年２月6日（月）・２月7日（火）
　　合格発表　平成２9年２月10日（金）
　　手続締切　平成２9年２月12日（日）
　優先入学制度〔Ⅰ類専願〕
　　応募期間　平成２8年１２月1日（木）〜１２月9日（金）
　部活動予備選考制度〔Ⅰ･Ⅱ類専願〕
　　応募期間　平成２8年１２月1日（木）〜１２月9日（金）

3.費用について
　　入学検定料 ２０，０００円

　　　入学金 １５０，０００円
授業料　      ３4０，０００円

      　学費等　　維持費　 　10６，０００円
教育充実費　  75，0００円  
その他諸費　  19，8００円

　　初年度納入金 　　　　　計 ６9０，8００円
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比叡山高等学校同窓会誌
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SEP.

10月16日（日） 10月16日（日）

10月29日（土） 10月22日（土）

11月26日（土） 11月5日（土）

12月4日（日） 11月26日（土）

日時 会場・内容

中学校 高校

日時 会場・内容

中学校にて入試個別相談会　一隅入試書類提出日

中学校にて入試個別相談会　一隅入試書類提出日

中学校にてチャレンジテスト、その他個別相談

ホテルブライトンシティ山科にて中高合同入試説明会 ホテルブライトンシティ山科にて中高合同入試説明会

ウエストレイクホテル可以登楼にて入試説明会

高校にてオープンスクール（要予約）

高校にて入試説明会

10：00〜

10：00〜

10：00〜

9：00〜

10：00〜

9：00〜

9：00〜

9：00〜


